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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

49
（−1）

24
（+2）

10
（−9）

2
（±0）

85
（−8）

交通事故死者数（人）

5月31日現在 6月30日現在

1,212
（−156）

1,418
（−185）

全国の死亡
事故件数

1,186
（−149）

令和元年5月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
タイヤケアホントの話【バルブキャップ型TPMSが動き出す！】…３面／トラック運送事
業者のための経営のヒント【過疎化や高齢化はビジネスチャンス】／食の新旧街道を
行く【「郷土の味①」「長野の『おやき』は進化中」】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,602 101.9%

一　般 ― 100.9%
宅配便（千個） 341,192 104.3%

輸送統計
平成31年4月分
▶国土交通省調べ
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通
常
総
会
で
は
冒
頭
︑
坂

本
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑

改
正
事
業
法
早
期
施
行
に
向

け
た
動
き
に
つ
い
て
紹
介
︒

そ
の
上
で
︑﹁
改
正
事
業
法

早
期
施
行
を
通
じ
て
働
き
方

改
革
を
実
現
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
進
化
さ
せ
て
い

く
よ
う
︑
皆
様
方
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
﹂
と
抱
負

を
述
べ
た
︒
ま
た
︑
道
路
の

積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て
も

言
及
︒﹁
道
路
問
題
を
解
決

し
な
い
こ
と
に
は
︑
我
々
の

進
路
は
な
い
︒
物
流
の
効
率

化
に
繋
が
る
道
路
の
積
極
的

活
用
が
実
現
で
き
る
よ
う
︑

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
﹂
と
︑
出
席
者
に
呼

び
か
け
た
（
詳
細
別
掲
）︒

る
諸
案
件
と
し
て
︑
①
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
︑

②
災
害
物
流
専
門
家
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
設
置
︑
③
重
要

物
流
道
路
の
指
定
︑
④
車
両

制
限
令
違
反
情
報
の
あ
っ
た

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
対
す
る

荷
主
情
報
の
聴
取
︑⑤
Ｓ
Ｏ
Ｘ

規
制
開
始
に
伴
う
軽
油
の
供

給
に
係
る
緊
急
要
望
︱
︱
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
︒

　

そ
の
後
︑
第
24
回
全
国
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
開

催
地
と
な
る
関
東
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
浅
井
隆
会
長
が
招
聘

あ
い
さ
つ
を
行
い
︑﹁
会
場
と

な
る
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
県

千
葉
市
）
は
︑
国
内
有
数
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
︒
大

勢
の
方
に
ぜ
ひ
お
越
し
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

　

な
お
︑
通
常
総
会
で
は
︑

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金

に
係
る
法
律
の
成
案
に
続
い

て
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
改
正
を
成
し
遂
げ
た
こ

と
に
敬
意
を
表
す
る
発
言
と

と
も
に
︑﹁
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
㈱
と
西
日
本
高
速

道
路
㈱
の
合
併
時
期
と
条
件

に
つ
い
て
﹂︑﹁
高
速
道
路
深

夜
割
引
の
時
間
帯
の
見
直
し

に
つ
い
て
﹂︑﹁
Ｓ
Ｏ
Ｘ
規
制
に

よ
る
軽
油
価
格
へ
の
影
響
に

つ
い
て
﹂
の
意
見
︑
質
問
が

あ
っ
た
︒

　

引
き
続
い
て
︑
第
１
８
１

回
理
事
会
を
実
施
︒
議
事
と

し
て
︑
①
会
員
の
入
退
会
お

よ
び
代
表
者
の
変
更
等
︑
②

会
長
︑副
会
長
︑常
任
理
事
︑

理
事
長
︑
常
務
理
事
等
の
選

定
並
び
に
代
表
理
事
︑
業
務

執
行
理
事
の
選
定
︱
︱
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
︑
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
︒

　

会
長
に
は
坂
本
克
己
氏
が

再
任
さ
れ
た
ほ
か
︑
副
会
長

と
し
て
工
藤
修
二
氏
（
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
寺
岡
洋
一
氏

（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
新
た

に
選
任
さ
れ
た
︒
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
の
代
表
副
会
長
に
つ
い
て

は
︑
現
時
点
で
未
定
と
な
っ

て
い
る
︒
な
お
︑
７
月
11
日

に
開
催
予
定
の
第
２
２
０
回

常
任
理
事
会
・
第
１
８
２
回

理
事
会
合
同
会
議
に
お
い

て
︑
会
長
指
名
に
よ
る
副
会

長
が
選
任
さ
れ
︑
全
ト
協
の

新
体
制
が
固
ま
る
こ
と
と
な

る
︒

　

理
事
会
終
了
後
に
は
︑
来

賓
と
し
て
国
土
交
通
省
の
奥

田
哲
也
自
動
車
局
長
お
よ
び

平
嶋
隆
司
貨
物
課
長
が
参

席
︒
来
賓
ら
の
前
で
副
会
長
︑

常
任
理
事
︑
理
事
の
退
任
に

伴
う
感
謝
状
等
の
贈
呈
が
行

わ
れ
︑
退
任
役
員
を
代
表
し

て
小
幡
鋹
伸
前
副
会
長
︑
大

須
賀
正
孝
前
副
会
長
︑
嶋
田

康
子
前
副
会
長
︑
奈
良
幹
男

前
副
会
長
︑
塚
本
政
治
前
常

任
理
事
︑
為
廣
尚
武
前
理
事

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
︒

　

最
後
に
︑
来
賓
を
代
表
し

て
奥
田
国
交
省
自
動
車
局
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
懇
親
会
が
行
わ

れ
︑
来
賓
と
し
て
石
井
啓
一

国
土
交
通
大
臣
が
あ
い
さ
つ

（
詳
細
２
面
）︒
そ
れ
に
引

き
続
き
︑
星
野
良
三
名
誉
会

長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
平
成
30
年

度
事
業
報
告
書
（
報
告
事

項
）︑
②
30
年
度
計
算
書
類

（
貸
借
対
照
表
︑
正
味
財
産

増
減
計
算
書
︑付
属
明
細
書
︑

財
産
目
録
お
よ
び
収
支
計
算

書
等
）︑③
定
款
等
の
変
更
︑

④
理
事
︑
監
事
︑
会
計
監
査

人
の
選
任
並
び
に
会
長
候
補

者
の
選
定
︑
⑤
副
会
長
︑
常

任
理
事
︑
理
事
の
退
任
に
伴

う
感
謝
状
等
の
贈
呈
︱
︱
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
︑
原
案
通

り
承
認
︒
さ
ら
に
︑
当
面
す

　

こ
の
た
び
会
長
に
再
任
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
会
員

事
業
者
の
皆
様
方
の
お
力
添

え
が
な
け
れ
ば
再
任
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
︒
改
め
ま
し
て
︑

皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
︒

　

さ
て
︑
令
和
と
い
う
新
し

い
時
代
に
入
り
︑
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）な
ど
︑

目
覚
ま
し
い
ほ
ど
の
技
術
革

新
が
続
い
て
お
り
ま
す
︒
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
︑
新
時
代
に
向

け
て
︑
さ
ら
な
る
進
化
を
求

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
は
﹁
人
の
力
﹂

で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
︒

現
場
で
働
い
て
お
ら
れ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
ご
活
躍

が
な
け
れ
ば
︑
私
た
ち
の
業

界
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
様
に
﹁
私
こ
そ
が
ド
ラ

イ
バ
ー
の
鑑
だ
﹂
と
自
信
や

気
概
を
も
っ
て
働
い
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
改
正
を
行
い
ま

し
た
︒

　

ま
ず
︑﹁
荷
主
対
策
の
深

度
化
﹂
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
７

月
よ
り
施
行
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
︒
ま
た
︑﹁
規
制

の
適
正
化
﹂﹁
事
業
者
が
遵

守
す
べ
き
事
項
の
明
確
化
﹂

に
つ
い
て
は
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
︑
一
定
の

重
要
物
流
道
路
の
指
定
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
が

走
り
や
す
い
道
路
を
整
備
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑
生
活

物
資
や
産
業
物
資
︑
そ
し
て

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
支
援

物
資
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

べ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
︒

　

事
業
中
・
計
画
中
の
道
路

に
関
し
ま
し
て
も
︑
現
在
重

要
物
流
道
路
の
指
定
に
向
け

た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
︒
そ
の
一
環
と
し
て
︑

各
地
域
で
自
治
体
が
中
心
と

な
っ
て
協
議
会
が
立
ち
上
が

っ
て
い
ま
す
︒
各
地
域
の
運

送
事
業
者
の
皆
様
に
は
︑
こ

う
し
た
協
議
会
な
ど
に
対
し

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と

し
て
の
要
望
を
届
け
て
い
た

だ
き
た
い
︒
道
路
問
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
︑
我
々
の
進

路
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
道
路
改

革
の
実
現
に
向
け
て
︑
皆
様

方
の
各
地
域
で
の
ご
尽
力
も

お
願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
︒

　

大
き
な
時
代
の
変
化
に
直

面
し
︑
そ
れ
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
大
変
な
時
で
は
あ

り
ま
す
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
︑
新

た
な
時
代
へ
と
進
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
︒

今
が
ま
さ
に
「
新
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
進
化
へ
の
契
機

懇親会で乾杯の音頭を取った星野名誉会長

本年の事業者大会開催地となる関東トラック
協会を代表して浅井隆会長が招聘のあいさつ

寺岡　洋一
新副会長

工藤　修二
新副会長

周
知
期
間
を
確
保
し
た
上
で

11
月
頃
の
施
行
を
目
指
し
て

い
ま
す
︒
そ
し
て
︑﹁
標
準

的
な
運
賃
の
告
示
制
度
の
導

入
﹂
に
関
し
ま
し
て
は
︑
精

度
の
高
い
全
国
的
な
デ
ー
タ

が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
︑
全
地
域
の
決
算
デ

ー
タ
を
分
析
し
︑
全
国
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
し
た

上
で
︑
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
の
施
行
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

事
業
法
改
正
を
通
じ
て

﹁
働
き
方
改
革
﹂を
実
現
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
新
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
に
進
化

で
き
る
よ
う
︑
皆
様
と
懸
命

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

一
方
で
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂

を
実
現
す
る
上
で
の
も
う
ひ

と
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
く
る
の
が
︑
輸
送
効
率
を

高
め
る
た
め
の﹁
道
路
改
革
﹂

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て

は
︑﹁
道
路
こ
そ
が
命
﹂
に
な

っ
て
き
ま
す
︒こ
の
４
月
に
は
︑

坂本 克己　会長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
27
日
︑

第
95
回
通
常
総
会
お
よ
び
第
１
８
１
回

理
事
会
を
開
催
し
た
︒
任
期
満
了
に
よ

る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
︑
坂
本
克
己
会

長
が
再
任
さ
れ
た
︒

　

類
ま
れ
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
力
強
く
け
ん
引
し
て

き
た
坂
本
会
長
は
︑
２
期
目
を
迎
え
︑

﹁
働
き
方
改
革
﹂
と
﹁
道
路
改
革
﹂
の

早
期
実
現
に
向
け
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
決
意
を
見
せ
た
（
４
・

５
面
に
事
業
報
告
書
）︒

　

国
土
交
通
省
は
６
月
25

日
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
荷
主
関
連
部
分
に

つ
い
て
︑
７
月
１
日
よ
り
施

行
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働

き
方
改
革
を
進
め
︑
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
︒
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま

え
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
坂
本
克

己
会
長
を
先
頭
に
︑

関
係
省
庁
に
対
し
て
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
の
改
正
に

向
け
て
の
働
き
か
け
を
精
力

的
に
実
施
︒
昨
年
12
月
︑
議

員
立
法
に
よ
り
︑
①
規
制
の

適
正
化
︑
②
事
業
者
が
遵
守

す
べ
き
事
項
の
明
確
化
︑
③

荷
主
対
策
の
深
度
化
︑
④
標

準
的
な
運
賃
の
告
示
制
度
の

導
入
︱
︱
を
内
容
と
す
る
事

業
法
改
正
が
行
わ
れ
た
︒

　

今
回
施
行
さ
れ
る
の
は
︑

③
の
荷
主
関
連
部
分
に
関
す

る
部
分
︒
主
な
改
正
事
項
は

上
記
の
通
り
と
な
る
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
荷

主
に
対
す
る
事
業
法
改
正
へ

の
周
知
・
理
解
を
促
す
た

め
︑
全
ト
協
や
荷
主
所
管
省

庁
等
と
連
名
で
︑
概
要
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
（
写

真
）︒

　

国
交
省
で
は
︑
引
き
続
き

改
正
事
業
法
全
面
施
行
に
向

け
て
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
︑
荷
主
の
理
解
・
協
力
の

も
と
で
働
き
方
改
革
・
法
令

遵
守
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
一
層
推
進
し
て
い
く
︒

「
荷
主
の
配
慮
義
務
の
新
設
」な
ど
荷
主
関
連
部
分

改
正
事
業
法
の
一
部
、
７
月
１
日
よ
り
施
行

⑴荷主の配慮義務の新設
　荷主は、トラック運送事業者が法令を遵守して事業を遂行できるよう、
必要な配慮をしなければならないこととする責務規定を新設。

⑵荷主への勧告制度の拡充
　荷主勧告制度の対象に、貨物軽自動車運送事業者が追加されるとともに、
荷主に対して勧告を行った場合には、その旨を公表することを法律に明記。

⑶�違反原因行為※をしている疑いがある荷主に対する国土交通大臣による働
きかけ等の規定の新設（令和５年度末までの時限措置）
①�国土交通大臣は、「違反原因行為」（トラック運送事業者の法令違反の原

因となるおそれのある行為）をしている疑いのある荷主に対して、荷主
所管省庁等と連携して、トラック運送事業者のコンプライアンス確保に
は荷主の配慮が重要であることについて理解を求める「働きかけ」を行う。

②�荷主が違反原因行為をしていることを疑うに足りる相当な理由がある場
合等には、「要請」や「勧告・公表」を行う。

③�トラック運送事業者に対する荷主の行為が独占禁止法違反の疑いがある
場合には、「公正取引委員会に通知」する。

※�違反原因行為の例：荷待ち時間の恒常的な発生、非合理な到着時刻の設定、
重量違反となるような依頼等

今回施行される事業法改正事項（荷主関連部分）国交省

都道府県トラック協会

荷主の理解・協力を得て、トラックドライバーの働き方改革・
法令遵守を進められるようにするための改正が行われました
　トラック運送事業ではドライバー不足が深刻化しており、我が国の国民生活や産業活動を支える物
流機能が滞ることのないようにするためには、ドライバーの長時間労働の是正等の働き方改革を進め、
コンプライアンスが確保できるようにする必要があります。
　そのためには、荷主や配送先の都合による長時間の荷待ち時間や、ドライバーが労働時間のルールを
遵守できないような運送の依頼等を発生させないことが重要であり、荷主の理解と協力が必要不可欠
です。 ※「荷主」には着荷主や元請事業者も含まれます。

①荷主の配慮義務が新設されました
●荷主は、トラック運送事業者が法令を遵守して事業を遂行できるよう、必要な配慮をしなけれ
ばならないこととする責務規定が新設されました。

②荷主への勧告制度が拡充されました
●荷主勧告制度の対象に、貨物軽自動車運送事業者が追加されました。
●荷主に対して勧告を行った場合には、その旨を公表することが法律に明記されました。

③違反原因行為をしている疑いがある荷主に対して、国土交通大臣が働きかけ
等を行います

●国土交通大臣は、「違反原因行為」※（トラック運送事業者の法令違反の原因となるおそれのある行為）
　をしている疑いのある荷主に対して、関係省庁と連携して、トラック運送事業者のコンプライア
ンス確保には荷主の配慮が重要であることについて理解を求める「働きかけ」を行います。
●荷主が違反原因行為をしていることを疑うに足りる相当な
理由がある場合等には、「要請」や「勧告・公表」を行います。
●トラック運送事業者に対する荷主の行為が独占禁止法違反
の疑いがある場合には、「公正取引委員会に通知」します。

悪いね～
もう少し待っててええ～

またですか

改善して
くださいって
お願いしたのに…

荷待ち時間の恒常的な発生
高速代をくれないと
間に合わないよ…

３時までに
届けてね
時間厳守だよ

非合理な到着時刻の設定 重量違反等となるような依頼
重量オーバーに
なるかもしれないけど
これも頼むよ

はい…

断れないし
仕方ない

※違反原因行為の例

荷主の都合による長時間の
荷待ち時間が恒常的に発生
⇒過労運転防止義務違反
　を招くおそれ

適切な運行では間に合わない
到着時間の指定
⇒最高速度違反を招く
　おそれ

積込み直前に
貨物量を増やすよう指示
⇒過積載運行を招くおそれ

令和元年7月1日から施行■ 改正事項 

（令和５年度末までの時限措置）

独
占
禁
止
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は

公
正
取
引
委
員
会
へ
通
知

違反原因行為を
荷主がしている疑いが
あると認める場合

荷主が違反原因行為を
していることを疑う
相当な理由がある場合

要請してもなお
改善されない場合

働きかけ

要　　請

勧告・公表

改正貨物自動車運送事業法〈荷主関連部分〉

国交省

坂本会長は、2期目への抱負を力強く語った（6月27日、第一ホテル東京）

坂
本
克
己
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

全ト協
第95回通常総会
第181回理事会

坂
本
克
己
氏
が
会
長
に
再
任

「
働
き
方
改
革
」「
道
路
改
革
」
早
期
実
現
目
指
し
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ



（2）第2134号（第3種郵便物認可）令和元年（2019年）7月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

︻
解
説
︼
改
正
さ
れ
た
労
基
法
第
36

条
の
第
５
項
に
よ
る
と
︑
特
別
条
項
付

き
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は

﹁
当
該
事
業
場
に
お
け
る
通
常
予
見

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
量
の
大
幅

な
増
加
等
に
伴
い
臨
時
的
に
第
三
項
の

限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
場
合
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
し
て
︑
厚
生
労
働
省
は
︑
こ
の
﹁
場

合
﹂
に
つ
い
て
︑﹁
全
体
と
し
て
１
年
の

半
分
を
超
え
な
い
一
定
の
限
ら
れ
た
時

期
に
お
い
て
一
時
的
・
突
発
的
に
業
務

量
が
増
え
る
状
況
等
に
よ
り
限
度
時

Ａ�

時
間
の
規
制
以
外
は
従
来

通
り
労
使
の
合
意
を
尊
重

　
働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
る

労
働
基
準
法
の
改
正
で
、
36
協

定
の
特
別
条
項
付
き
協
定
の
取

扱
い
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の

で
す
か
。

 第184回 

「特別条項」の取扱い
はどのように変わった
か

間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
場
合
﹂
を
い
う
も
の
で
あ
り
︑﹁
通

常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
量

の
増
加
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹁
こ
う
し
た

状
況
の
一
つ
の
例
と
し
て
規
定
さ
れ
た

も
の
﹂
と
の
行
政
解
釈
を
示
し
て
い
ま

す
（
平
成
30
年
12
月
︑
基
発
１
２
２

８
号
第
15
号
）︒

　

こ
の
点
︑
改
正
前
に
お
い
て
は
︑
特

別
条
項
の
締
結
は
﹁
限
度
時
間
を
超

え
て
労
働
時
間
を
延
長
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
特
別
の
事
情
（
臨
時
的
な

も
の
に
限
る
︒）
が
生
じ
た
と
き
に
限
﹂

る
と
し
て
お
り
︑﹁
臨
時
的
な
も
の
﹂

の
意
味
は
︑﹁
一
時
的
又
は
突
発
的
に

時
間
外
労
働
を
行
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
も
の
で
あ
り
︑
全
体
と
し
て
１
年
の

半
分
を
超
え
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
も
の
﹂
と
い
う
も
の
で
し
た
︒
し
た

が
っ
て
︑
改
正
前
と
改
正
後
で
︑
特
に

実
務
処
理
上
大
き
な
方
向
転
換
が
図

ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
︑
従

来
通
り
労
使
の
合
意
を
尊
重
す
る
考

え
方
が
生
か
さ
れ
て
い
る
点
に
変
わ
り

は
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
︒
前
記
行

政
解
釈
に
お
い
て
も
︑﹁
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
場
合
を
協
定
す
る
か
に
つ
い

て
は
︑
労
使
当
事
者
が
事
業
又
は
業

務
の
態
様
等
に
即
し
て
自
主
的
に
協

議
し
︑
可
能
な
限
り
具
体
的
に
定
め

る
必
要
が
あ
る
﹂
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
︒
と
は
い
え
︑
こ
れ
ま
で
と
大
き

く
違
い
︑
協
定
時
間
に
つ
い
て
︑
今
回

の
改
正
の
目
玉
で
も
あ
る
月
１
０
０
時

間
未
満
（
休
日
労
働
を
含
む
）︑
年
７

２
０
時
間
以
内
と
い
う
歯
止
め
が
か

け
ら
れ
た
の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り

で
す
︒

　

ま
た
︑
主
な
協
定
で
定
め
る
べ
き

事
項
も
︑
基
本
的
に
は
改
正
前
と
同

じ
取
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑

﹁
臨
時
的
に
限
度
時
間
を
超
え
て
労

働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
﹂
に
関

し
て
は
︑
改
正
前
と
同
様
︑﹁
業
務
の

都
合
上
必
要
な
場
合
﹂
や
﹁
業
務
上

や
む
を
得
な
い
場
合
﹂
な
ど
︑
恒
常

的
な
長
時
間
労
働
を
招
く
お
そ
れ
が

あ
る
も
の
を
定
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
と
し
て
い
ま
す
の
で
︑﹁
突
発
的

な
発
注
の
変
更
・
増
加
に
対
処
す
る

た
め
﹂﹁
道
路
事
情
の
一
時
的
な
変
化

等
に
よ
っ
て
到
着
時
刻
に
遅
延
が
生
じ

た
場
合
に
対
処
す
る
た
め
﹂
な
ど
具

体
的
な
定
め
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
︒

　

そ
れ
以
外
で
は
︑
限
度
時
間
を
超

え
て
労
働
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
﹁
手

続
﹂
は
︑
１
か
月
ご
と
に
限
度
時
間

を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

具
体
的
事
由
が
生
じ
た
と
き
に
必
ず

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
所
定
の
手

続
を
経
る
こ
と
な
く
︑
限
度
時
間
を

超
え
て
労
働
時
間
を
延
長
し
た
場
合

は
︑法
違
反
と
な
る
の
で
要
注
意
で
す
︒

ま
た
︑
限
度
時
間
を
超
え
る
時
間
外

労
働
に
係
る
割
増
賃
金
率
を
１
か
月

及
び
１
年
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
こ
の
割
増
賃
金

率
に
つ
い
て
は
︑
労
基
法
第
89
条
第
２

号
の
﹁
賃
金
の
決
定
︑
計
算
及
び
支

払
の
方
法
﹂
と
し
て
就
業
規
則
に
記

載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　あなたは信号機のある交差点を右折しようとしています。交差点
の角にはコンビニエンスストアがあり、そこから出ようとしている
車があります。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考
えてみましょう。

状 

況

〔第 113回〕「信号機のある交差点の右折」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

７
月
１
日
㈪
～
７
月
12
日
㈮

（
土
・
日
曜
を
除
く
）に﹁
２

０
１
９
年
度
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
﹂

（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
の
申
請

を
受
け
付
け
る
︒

　

申
請
資
格
要
件
は
︑
７
月

１
日
現
在
に
お
い
て
︑
①
事

業
開
始
後
（
運
輸
開
始
後
）

３
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
︑

②
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車

の
数
が
５
両
以
上
で
あ
る
こ

と
︱
︱
な
ど
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
︒
申
請
は
地
方
実
施

機
関
（
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
）
へ
申
請
書
類
等
を
持

参
し
て
手
続
き
を
す
る
必
要

が
あ
る
（
郵
送
は
不
可
）︒

　

申
請
料
に
つ
い
て
は
︑
申

請
書
作
成
シ
ス
テ
ム
で
作
成

し
た
申
請
書
に
よ
る
場
合
は

無
料
︑
複
写
式
申
請
書
（
手

書
き
記
入
）
に
よ
る
場
合
は

申
請
書
実
費
１
０
０
０
円（
税

込
）
が
必
要
と
な
る
︒

　

提
出
さ
れ
た
申
請
書
類
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
︑
認
定

要
件
を
全
て
満
た
す
事
業
所

を
12
月
中
旬
頃
に
﹁
安
全
性

優
良
事
業
所
﹂と
し
て
認
定
︒

認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
は

認
定
証
が
授
与
さ
れ
る
と
と

も
に
︑
認
定
マ
ー
ク
・
認
定

ス
テ
ッ
カ
ー
を
使
用
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
︑﹁
安
全
性

優
良
事
業
所
﹂
で
あ
る
こ
と

を
荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

全
国
38
か
所
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

で
Ｇ
マ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
を
実
施

テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
で

﹁
Ｇ
マ
ー
ク
﹂周
知

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

安
全
性
優
良
事
業
所
認
定
制

度
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
の
一

般
向
け
周
知
を
目
的
に
︑
Ｇ

マ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施

す
る
︒

　

同
活
動
は
︑
７
月
１
日
㈪

～
31
日
㈬
の
期
間
に
お
い
て
︑

全
国
38
か
所
の
主
要
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
で
実

施
さ
れ
る
も
の
︒
フ
ー
ド
コ

ー
ト
等
に
設
置
さ
れ
た
テ
ー

ブ
ル
を
利
用
し
︑
総
数
１
０

９
３
枚
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

付
し
て
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
＝
安
全

な
ト
ラ
ッ
ク
（
事
業
所
）
の

証
し
﹂
で
あ
る
こ
と
を
広
く

周
知
す
る
︒

２
０
１
９
年
度
事
故
防
止
セ

ミ
ナ
ー
を
全
国
各
地
で
開
催

安
全
指
導
・
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
活
用
を

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

２
０
１
９
年
度
も
事
故
防
止

セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
展
開
す
る
︒

　

今
年
度
実
施
す
る
セ
ミ
ナ

ー
は
︑
①
追
突
事
故
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
活
用
︑
②
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
実
践
︑
③
交
差

点
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
活

用
︑
④
60
分
で
わ
か
る
ト
ラ

ッ
ク
重
大
事
故
対
策
︱
︱
の

４
つ
で
︑
開
催
日
程
・
会
場

・
内
容
は
表
の
通
り
︒

　

今
年
度
か
ら
は
︑
従
来
の

追
突
事
故
や
交
差
点
事
故
︑

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
実
践

的
な
活
用
方
法
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
︑
重

大
事
故
の
特
徴
や
対
策
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
︑
そ
の

防
止
対
策
に
重
点
を
お
い
た

﹁
60
分
で
わ
か
る
ト
ラ
ッ
ク

重
大
事
故
対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂

を
実
施
︒全
ト
協
で
は
︑こ
れ

ら
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
︑

日
常
の
安
全
指
導
お
よ
び
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
活
用
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
︑
所
属
す

る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
で
︒

　

テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
貼

付
を
行
う
38
か
所
の
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
エ
リ
ア

別
）
は
表
の
通
り
︒

２
０
１
９
年
度
「
ト
レ
ー
ラ

の
適
正
な
使
用
等
に
係
る
研

修
」
を
開
催
！

﹁
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
、フ
ル
ト
レ
ー

ラ
に
よ
る
ト
レ
ー
ラ
輸
送
に
よ

る
輸
送
効
率
向
上
に
つ
い
て
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は

（
一
社
）
日
本
自
動
車
車
体

工
業
会
と
連
携
し
︑
昨
年
度

に
引
き
続
い
て
﹁
ト
レ
ー
ラ

の
適
正
な
使
用
等
に
係
る
研

修
﹂
を
各
地
で
開
催
す
る
︒

　

今
年
度
の
研
修
で
は
︑
過

去
の
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
で
︑

受
講
者
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た

﹁
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
﹂
に
つ
い

て
取
り
上
げ
︑
輸
送
効
率
向

上
実
現
に
向
け
た
導
入
事
例

等
を
紹
介
︒
ま
た
︑
通
達
改

正
に
よ
り
︑
本
年
３
月
か
ら

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
で
運
搬
で
き

る
建
設
資
材
等
の
運
搬
方
法

に
つ
い
て
基
準
緩
和
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
た
講
演
内
容

と
な
っ
て
い
る
︒

　

開
催
日
程
は
表
の
通
り
︒

な
お
︑
申
込
受
付
は
開
催
地

の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
行
っ
て
い

る
︒

特
車
通
行
許
可
に
関
す
る

諸
課
題
改
善
な
ど
を
推
進

重
量
部
会

　

６
月
19
日
︑
茨
城
県
水
戸

市
で
重
量
部
会
が
開
催
さ
れ

た
︒
議
事
で
は
︑
①
平
成
30

年
度
事
業
報
告
（
案
）︑
②

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
︑
③
令
和
元
年
度
事
業
計

画（
案
）等
に
つ
い
て
審
議
し
︑

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
︒ 

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
︑
我
妻
勝
男
部
会
長

が
勇
退
し
顧
問
に
就
任
︒
内

宮
運
輸
機
工
㈱
（
東
京
）
の

内
宮
昌
利
代
表
取
締
役
を
新

部
会
長
に
選
任
す
る
と
と
も

に
︑
副
部
会
長
７
氏
を
再
任

し
た
︒

　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
で

は
︑
関
係
行
政
と
連
携
を
強

化
し
て
の
特
殊
車
両
通
行
許

可
に
関
す
る
諸
課
題
改
善
の

推
進
や
︑
経
営
者
研
修
会
お

よ
び
実
務
担
当
者
研
修
会
開

催
を
通
じ
て
の
特
車
通
行
に

係
る
法
令
改
正
等
へ
の
対
応

な
ど
３
施
策
を
掲
げ
た
︒ 

　

ま
た
︑
令
和
２
年
度
の
重

量
部
会
総
会
は
︑
大
阪
府
大

阪
市
で
開
催
す
る
こ
と
と
し

た
︒

（
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

▽
７
月
２
日

・
第
74
回
鉄
鋼
部
会

▽
７
月
３
日

・
第
66
回
広
報
委
員
会

・
女
性
部
会
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
７
月
４
日

・
第
61
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

▽
７
月
10
日

・
第
47
回
引
越
部
会

▽
７
月
11
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
２
０
回
常
任
理
事
会
・
第

１
８
２
回
理
事
会
合
同
会
議

▽
７
月
18
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
７
月
24
日

・
第
13
回
経
営
改
善
・
情
報
化

委
員
会

▽
７
月
29
日

・
第
40
回
食
料
品
部
会

令和元年度重量部会総会（６月19日、ホテ
ルテラスザガーデン水戸）

表　テーブルステッカーを貼付する SA・PA 一覧

№ エリア SA・PA 上下

1

東
⽇
本

⾼坂 上 

2 ⾼坂 下

3 上⾥ 下

4 ⻑者原 上

5 ⻑者原 下

6 前沢 上

7 前沢 下 

8

中
⽇
本

海⽼名 上

9 ⾜柄 上

10 談合坂 下

11 談合坂 上

12 岡崎 上下

13 御在所 上

14 御在所 下 

15

⻄
⽇
本

 吹⽥ 上

16 吹⽥ 下 

17 ⾹芝 上

18 ⾹芝 下

19 岸和⽥ 上

№ エリア SA・PA 上下

20

⻄
⽇
本

岸和⽥ 下

21 紀ノ川 下

22 ⻄紀 上

23 ⻄紀 下

24 ⻄宮名塩 上

25 ⻄宮名塩 下

26 加⻄ 上

27 加⻄ 下

28 三⽊ 上

29 三⽊ 下

30 ⿓野⻄ 上

31 ⿓野⻄ 下

32 古賀 上

33 基⼭ 下

34 広川 上

35 広川 下

36 ⾦⽴ 上

37 ⾦⽴ 下

38 川登 上

表  2019 年度トレーラの適正な
使用等に係る研修会開催日程

（6 月27 日現在、都道府県順）
都道府県 開催日 場所

岩　手 10月9日（水） 岩手県トラック協会 総合研修会館

宮　城 11月5日（火） 宮城県トラック研修センター

秋　田 9月13日（金） 秋田県トラック協会

山　形 8月28日（水） 山形県トラック総合会館

福　島 令和２年
２月７日（金）

福島県トラック協会
県中研修センター

茨　城 10月3日（木） 茨城県トラック総合会館

群　馬 9月18日（水） 群馬県トラック総合会館

埼　玉 11月26日（火） 埼玉県トラック総合会館

石　川 10月29日（火） 石川県トラック会館

福　井 11月12日（火） 福井県トラック総合研修会館

滋　賀 令和２年２月
開催予定 滋賀県トラック総合会館

愛　知 12月12日（木） 愛知県トラック会館

兵　庫 9月25日（水） 兵庫県トラック総合会館

鳥　取 9月12日（木） ANAクラウンプラザホテル米子（米子市）

島　根 7月18日（木） ホテル白鳥（松江市）

岡　山 11月5日（火） 岡山県トラック総合研修会館

香　川 7月17日（水） ホテルパールガーデン（高松市）

沖　縄 9月25日（水） 九州沖縄トラック研修会館

※�開催済みのセミナーは除く。詳細については、各都道府県トラック
協会へお問い合わせください

表  2019 年度事故防止セミナー開催日程
（6 月26 日現在、開催日順）

都道府県 開催日 場所 セミナー内容

愛　媛 7月12日㈮ 愛媛県トラック
総合サービスセンター ④ 60 分でわかる

茨城① 7月16日㈫ 茨城県トラック総合会館 ④ 60 分でわかる
広島① 7月22日㈪ 広島県トラック総合会館 ④ 60 分でわかる

広島② 7月23日㈫ 広島県トラック協会
東部研修センター ④ 60 分でわかる

長野① 7月24日㈬ 長野県トラック会館 ③交差点
滋　賀 7月29日㈪ 滋賀県トラック総合会館 ④ 60 分でわかる
鳥取① 8月1日㈭ 米子市文化ホール ④ 60 分でわかる
鳥取② 8月2日㈮ 鳥取県トラック協会 ④ 60 分でわかる

青　森 8月29日㈭ 青森県トラック協会
研修センター ①追突

茨城② 9月3日㈫ 茨城県トラック総合会館 ③交差点
奈　良 9月4日㈬ 奈良県トラック会館 ③交差点
宮　崎 9月4日㈬ 宮崎県トラック協会 ①追突
沖　縄 9月4日㈬ 九州沖縄トラック研修会館 ④ 60 分でわかる
富　山 9月5日㈭ 富山県トラック会館 ②ドラレコ実践
山　口 9月6日㈮ 山口県トラック協会研修会館 ④ 60 分でわかる
宮　城 9月18日㈬ 宮城県トラック協会 ③交差点

鹿児島① 9月20日㈮ 鹿児島県トラック研修センター ①追突
鹿児島② 9月21日㈯ 大隅地区トラック研修センター ①追突

岩　手 9月25日㈬ 岩手県トラック協会
総合研修会館 ④ 60 分でわかる

長野② 9月25日㈬ 長野県トラック会館 ①追突
石　川 9月26日㈭ 石川県トラック会館 ④ 60 分でわかる
群　馬 9月30日㈪ 群馬県トラック協会 ④ 60 分でわかる

福岡① 10月7日㈪ 福岡東京海上日動火災保険㈱
福岡ビル ④ 60 分でわかる

茨城③ 10月9日㈬ 茨城県トラック総合会館 ②ドラレコ実践
福岡② 10月11日㈮ 北九州緊急物資輸送センター ④ 60 分でわかる
新　潟 10月21日㈪ 新潟県トラック総合会館 ④ 60 分でわかる
愛　知 10月23日㈬ 愛知県トラック会館 ④ 60 分でわかる
山　形 10月23日㈬ 山形県トラック協会 ④ 60 分でわかる
福　井 10月25日㈮ 福井県トラック協会 ④ 60 分でわかる
長野③ 11月6日㈬ 長野県トラック会館 ②ドラレコ実践
徳　島 11月13日㈬ 徳島県トラック会館 ④ 60 分でわかる
神奈川 11月27日㈬ 神奈川県トラック総合会館 ①追突
山　梨 12月12日㈭ 山梨県自動車総合会館 ③交差点
埼　玉 2月5日㈬ 埼玉県トラック総合会館 ④ 60 分でわかる
栃　木 2月14日㈮ 栃木県トラック協会 ④ 60 分でわかる

※�開催済みのセミナーおよび支部対応の出前セミナーを除く

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
︑

我
が
国
の
経
済
と
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
︑
ま
た
大
規
模
自

然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
お

け
る
緊
急
支
援
物
資
輸
送
な

ど
︑
極
め
て
公
共
性
の
高
い

役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
︒

皆
様
の
多
大
な
る
ご
貢
献
︑

ま
た
日
々
の
御
苦
労
に
対
し

ま
し
て
︑
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お

か
れ
て
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
が
依
然
と
し
て
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
︒
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
︑
人
材
を
着

実
に
確
保
す
る
た
め
に
は
︑

﹁
働
き
方
改
革
﹂
を
進
め
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
魅
力

を
高
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
す
︒

　

現
在
︑
関
係
省
庁
と
連
携

し
な
が
ら
︑
政
府
一
丸
と
な

っ
て
﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
︒﹁
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹂推
進
運
動
で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性
向

上
や
物
流
効
率
化
に
向
け

て
︑
荷
主
企
業
等
へ
の
呼
び

か
け
や
国
民
へ
の
啓
発
活
動

な
ど
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒

　

ま
た
︑
昨
年
末
に
行
わ
れ

ま
し
た
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
︑

﹁
荷
主
へ
の
働
き
か
け
﹂
に

つ
い
て
こ
の
７
月
か
ら
施
行

す
る
ほ
か
︑﹁
標
準
的
な
運

賃
の
告
示
﹂
に
つ
い
て
も
で

き
る
か
ぎ
り
早
く
施
行
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂
の
実

現
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
︒

石井　啓一
国土交通大臣

「
働
き
方
改
革
」
推
進
を
通
じ

業
界
の
魅
力
を
高
め
る

石
井
啓
一
国
交
大
臣 

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

1 面に関連

２
０
１
９
年
度「
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
」

　
　
　
　

  

申
請
受
付
ス
タ
ー
ト

12
日
㈮
ま
で
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向

け
施
設
を
一
部
・
一
時
休
業

名
古
屋
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

名
古
屋
Ｔ
Ｓ
は
︑
８
月
上

旬
（
予
定
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
︑
６
月

末
で
食
堂
な
ど
施
設
の
一
部

休
業
を
行
う
と
と
も
に
︑
７

月
１
日
㈪
か
ら
そ
の
他
施
設

の
運
営
時
間
を
変
更
す
る
︒

　

運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
・
休

憩
室
の
運
営
時
間
は
７
月
１

日
か
ら
９
時
～
17
時
（
土
・

日
曜
︑祝
日
休
業
）
と
な
る
︒

休
憩
室
運
営
時
間
外
は
︑
外

部
設
置
の
ト
イ
レ
が
利
用
可

能
︒

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ま
で
休
業
す
る
施
設
お
よ
び

休
業
開
始
日
時
は
次
の
通
り
︒

▽ 

食
堂
：
６
月
29
日
㈯
14
時

▽ 

宿
泊
：
６
月
29
日
㈯
宿
泊

分
ま
で

▽ 

浴
場
：
６
月
30
日
㈰
23
時

▽ 

女
性
用
シ
ャ
ワ
ー
：
６
月

30
日
㈰
22
時

▽ 

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
：
６

月
30
日
㈰
23
時
30
分

　

な
お
︑
駐
車
場
は
通
常
通

り
利
用
可
︒
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
日
時
に
つ
い
て

は
︑
確
定
次
第
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
す
る
︒

浴
室
・
女
性
用
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ

ー
を
一
時
休
業

諫
早
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

諫
早
Ｔ
Ｓ
は
修
繕
工
事
の

た
め
︑
浴
室
と
女
性
用
コ
イ

ン
シ
ャ
ワ
ー
を
７
月
22
日
㈪

22
時
か
ら
一
時
休
業
す
る
︒

工
事
が
終
了
次
第
の
営
業
再

開
（
最
長
で
同
24
日
㈬
24
時

ま
で
の
休
業
）
を
予
定
し
て

い
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～高速自動車国道等の走行編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�高速自動車国道における大型貨物自動車の法定最高速度は時速100
キロである。（ ○・× ）

❷	�標識等で速度が指定されていない自動車専用道路における最高速
度は、自動車の種類を問わず、時速60キロである。（○・× ）

❸	�高速自動車国道等を運転しようとするときは、あらかじめ積載
の状態を点検し、積載物の転落や飛散を防止するための措置をと
る。（ ○・× ）

❹	�高速自動車国道等の本線車道では後退は禁止だが、うっかりして
インターチェンジを通り過ぎた場合に限り、後退することができ
る。（ ○・× ）

❺	�高速自動車国道等において、昼間でも視界が300メートル以下の場
合は、灯火をつけなければならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

こ
こ
に
︑
新

品
タ
イ
ヤ
と
︑

車
両
か
ら
取
り

外
し
た
ホ
イ
ー

ル
付
き
タ
イ
ヤ
が
あ
る
と
し
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
の

交
換
作
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

ま
ず
は
︑
空
気
注
入
口
に
付
い
て
い
る
バ

ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
を
回
し
て
外
し
︑
中
に
埋
め
込

ま
れ
た
バ
ル
ブ
コ
ア
を
棒
状
の
虫
回
し
ド
ラ

イ
バ
ー
で
回
し
て
取
る
と
︑
タ
イ
ヤ
内
の
空

気
が
一
気
に
抜
け
出
し
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
内
の

空
気
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
︑
ホ
イ
ー
ル
か

ら
タ
イ
ヤ
を
外
し
︑
新
品
タ
イ
ヤ
に
組
み
換

え
ま
す
︒

　

そ
の
あ
と
︑
新
品
タ
イ
ヤ
の
中
に
空
気
を

入
れ
る
作
業
を
し
ま
す
︒
ま
た
同
じ
よ
う
に

利
な
も
の
が
登
場
し
た
の
か
︑
容
易
に
想
像
で

き
る
か
と
思
い
ま
す
︒

　

だ
い
ぶ
前
に
な
り
ま
す
が
︑
２
０
１
６
年
９
月

１
日
号
の
コ
ラ
ム
（
第
64
回
）
に
も
︑﹁
タ
イ
ヤ

の
空
気
圧
値
と
温
度
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
ら

れ
る
時
代
へ
﹂
の
タ
イ
ト
ル
で
︑
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
タ

イ
ヤ
空
気
圧
監
視
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
書
き
ま

し
た
︒
３
年
近
く
の
時
が
流
れ
︑
つ
い
に
ク
ラ
ウ

ド
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
︑﹁
バ

ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
型
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
﹂
の
時
代
が
動
き

出
し
た
の
で
す
︒

　

こ
の
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
型
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い
て

は
︑
今
年
６
月
︑
世
界
中
の
タ
イ
ヤ
メ
デ
ィ
ア
を

は
じ
め
︑
日
本
国
内
で
も
全
国
紙
で
大
き
く
報

道
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
中
身
を
紹
介
す
る
と
︑

国
内
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
と
︑
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ

虫
回
し
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
︑
空
気
注
入
口

に
バ
ル
ブ
コ
ア
を
埋
め
込
み
︑
適
正
な
空
気
圧

値
ま
で
空
気
を
入
れ
︑
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
を
回
し

て
蓋
を
す
る
わ
け
で
す
が
︑
も
し
も
︑
こ
の
バ
ル

ブ
キ
ャ
ッ
プ
自
体
に
セ
ン
サ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い

て
︑
は
め
込
む
だ
け
で
そ
の
タ
イ
ヤ
内
の
情
報

を
常
時
測
定
で
き
る
と
し
た
ら
︑ど
う
で
し
ょ
う
︒

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
そ
の
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
型

の
セ
ン
サ
ー
に
近
づ
け
る
と
︑
タ
イ
ヤ
内
の
温
度

と
空
気
圧
値
の
デ
ー
タ
が
表
示
さ
れ
ま
す
︒
さ

ら
に
そ
の
デ
ー
タ
を
会
社
内
の
パ
ソ
コ
ン
に
転
送

し
て
︑
全
車
両
の
タ
イ
ヤ
を
一
括
管
理
す
れ
ば
︑

﹁
タ
イ
ヤ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
安
全
な
輸

送
体
制
﹂
が
構
築
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
交
換
作
業
を
自
社
の
敷
地

内
で
行
っ
て
い
る
会
社
で
し
た
ら
︑
ど
れ
ほ
ど
便

型
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
開
発
提
供
メ
ー
カ
ー
が
業
務
提

携
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
︑
さ
ら
に

は
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
車
両
に
こ
の
バ
ル
ブ
キ

ャ
ッ
プ
型
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
搭
載
す
る
こ
と
で
︑
タ
イ

ヤ
の
バ
ー
ス
ト
事
故
を
未
然
に
防
ご
う
と
い
う

も
の
で
す
︒
ま
た
︑
最
大
の
関
門
で
あ
っ
た
特
許

に
つ
い
て
も
︑
国
際
免
許
を
取
得
し
︑
無
事
ク

リ
ア
し
て
い
ま
す
︒

　

今
年
４
月
に
欧
州
で
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
装

着
義
務
化
が
強
化
さ
れ
て
か
ら
わ
ず

か
数
か
月
の
間
に
︑
ま
た
こ
の
よ
う

な
新
し
い
動
き
が
あ
り
ま
し
た
︒
さ

ら
に
︑
あ
る
国
内
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ

ー
で
は
︑
海
外
の
デ
ー
タ
会
社
を
１

０
０
０
億
円
規
模
で
買
収
し
︑
タ
イ

ヤ
管
理
の
強
化
に
乗
り
出
す
計
画
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑
こ
の
Ｔ

Ｐ
Ｍ
Ｓ
関
連
の
話
題
は
ま
す
ま
す
過

熱
し
て
い
き
そ
う
で
す
︒
今
年
は
﹁
タ

イ
ヤ
ケ
ア
の
Ｉ
Ｔ
化
﹂
が
一
気
に
進

む
年
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し

ょ
う
︒

第
98
回 

「
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
型
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
動
き
出
す
！
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①二輪車は車体が小さいため、実際よりもその速度を遅
く判断したり、その距離を長く判断しがちです。そのた
め、二輪車が接近していても、自車のほうが先に行け
ると考えて右折し衝突する事故がよく発生します。一般
道路における自動二輪の法定最高速度は四輪車と同
じ時速60キロですから、決して遅いわけではありませ
ん。原付バイクの場合は時速30キロですが、現実には
その速度を超えて走行している原付バイクも少なくあ
りません。二輪車が接近している時は、予想以上に速
度が速いかもしれないと考えて通過を待ちましょう。

②この場面には横断歩道の右側からの歩行者や自転車
は見えていませんが、見えていないからといって存在
しないというわけではありません。自車と同一方向か
らの横断歩行者等は特に発見が遅れやすいので、右
折していく時は横断歩道の右側にしっかり目を向け、
横断歩行者等の有無を確認する必要があります。

③交差点の角にコンビニなどの道路外施設がある場合
は、そこに出入りする車の動きに目を配る必要があり
ます。この場面では、ワンボックスカーが左の合図を出
して駐車場から車道に出ようとしています。その道路
側の信号は赤であり、交差点を直進して進行してくる
車はないため、そのまま車道に出てくる可能性は十分
あります。対向車や横断歩行者等にだけ注意を向けて

①対向二輪車と衝突する危険があります（図１）。
②横断歩道の右側（自車と同一方向）から歩行者
や自転車が横断してくると衝突する危険があり
ます（図２）。

③コンビニの駐車場から車が車道に出てくると、衝
突する危険があります（図３）。

　あなたは信号機のある交差点を右折し
ようとしています。交差点の角にはコンビ
ニエンスストアがあり、そこから出ようとし
ている車があります。この場面にはどのよ
うな危険がありますか。また、危険を避け
るためにはどのような運転をすればよい
でしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

いると、駐車場の車の動きを見落としてしまう恐
れがあります。交差点の角にコンビニなどの道
路外施設がある場合は、その駐車場の車の動き
にも注意を払いましょう。

コ
ン
ビ
ニ

コ
ン
ビ
ニ

コ
ン
ビ
ニ

　

国
土
交
通
省
は
6
月
25

日
︑
運
転
者
と
し
て
の
就
職

を
希
望
す
る
求
職
者
が
就
職

先
を
選
ぶ
際
や
︑
荷
主
等
が

取
引
先
を
選
ぶ
際
に
参
考
に

で
き
る
︑
自
動
車
運
送
事
業

者
の
労
働
条
件
や
労
働
環
境

に
関
す
る
認
証
制
度
に
つ
い

て
︑
検
討
会
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

自
動
車
運
送
事
業
は
︑
運

転
者
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

存
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
Ｓ
Ａ
）

・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ

Ａ
）
に
お
け
る
連
結
・
分
離

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
︑
③
Ｇ
Ｐ

Ｓ
測
位
精
度
の
低
下
対
策
︑

④
イ
ン
フ
ラ
支
援
の
あ
り
方

や
車
両
の
安
全
性
検
証
︱
︱

に
つ
い
て
関
係
省
庁
が
連
携

し
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
後
の
新
し
い
物

流
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
高

速
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
の

方
向
性
と
し
て
は
︑
物
流
の

大
動
脈
で
あ
り
６
車
線
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
新
東
名
・

新
名
神
高
速
道
路
を
中
心
に

検
討
を
進
め
︑﹁
政
府
目
標

で
あ
る
令
和
４
（
２
０
２
２
）

年
度
以
降
の
東
京
～
大
阪
間

後
続
無
人
隊
列
走
行
シ
ス
テ

ム
の
商
業
化
や
普
及
状
況
も

踏
ま
え
た
完
全
自
動
運
転
ト

ラ
ッ
ク
の
実
現
な
ど
の
普
及

・
展
開
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
べ

き
﹂
と
指
摘
︒
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ

構
想
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
２
０
１

９
に
お
け
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
︑
２
（
２
０
２
０
）
年

度
の
新
東
名
で
の
後
続
車
無

人
隊
列
走
行
技
術
の
実
現
︑

３
（
２
０
２
１
）
年
度
の
高

速
道
路
で
の
後
続
車
有
人
隊

列
走
行
シ
ス
テ
ム
の
商
業
化
︑

４
（
２
０
２
２
）
年
度
の
高

速
道
路
（
東
京
～
大
阪
間
）

で
の
後
続
車
無
人
隊
列
走
行

シ
ス
テ
ム
の
商
業
化
を
示
し
︑

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
実
現
に
向
け

た
イ
ン
フ
ラ
面
の
対
応
と
し

て
︑
商
業
化
ま
で
は
①
本
線

合
流
部
で
の
安
全
対
策
︑
②

隊
列
形
成
・
分
離
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
︑
③
運
行
管
理
の
あ

り
方
を
︑
そ
し
て
︑
普
及
時

に
は
︑
①
独
立
し
た
専
用
レ

ー
ン
化
︑
②
専
用
の
走
行
空

間
に
直
結
す
る
物
流
拠
点
の

整
備
︑
③
隊
列
車
運
行
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
示

し
た
︒

り
︑
労
働
条
件
や
労
働
環
境

を
改
善
す
る
と
と
も
に
︑
運

転
者
を
確
保
・
育
成
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
︒
こ
の
た
め
︑
国
交
省
で

は
昨
年
６
月
︑
有
識
者
や
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の

事
業
者
団
体
︑
労
働
組
合
︑

行
政
等
か
ら
な
る
﹁
自
動
車

運
送
事
業
の
ホ
ワ
イ
ト
経
営

の
﹃
見
え
る
化
﹄
検
討
会
﹂

を
設
置
︒
長
時
間
労
働
の
是

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成適

切
な
運
行
管
理
を

行
う
た
め
に

　

国
土
交
通
省
は
６
月
28
日
︑

﹁
適
切
な
運
行
管
理
と
安
心

経
営
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂
を
公
表
し

た
（
写
真
）︒

　

こ
れ
は
︑
重
大
事
故
の
発

生
に
繋
が
る
運
転
者
の
過
労

運
転
等
を
防
止
す
る
た
め
︑

運
送
事
業
者
が
運
行
管
理
を

行
う
際
に
役
立
つ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
紹
介

す
る
も
の
︒
省
エ
ネ
運
転
︑

顧
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
︑
運

送
事
業
者
の
経
営
に
役
立
つ

ツ
ー
ル
を
紹
介
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

正
な
ど
の
働
き
方
改
革
を
重

視
し
た
﹁
ホ
ワ
イ
ト
経
営
﹂

へ
の
自
動
車
運
送
事
業
者
の

取
組
状
況
を
﹁
見
え
る
化
﹂

す
る
た
め
︑
認
証
制
度
の
創

設
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
き
た
︒

　

報
告
書
で
は
︑
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
安
全
性
評
価

事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
な

ど
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
評

価
制
度
が
︑
主
に
運
行
の
安

全
性
に
関
し
て
評
価
・
認
定

し
︑主
に
利
用
者（
荷
主
等
）

へ
情
報
提
供
を
行
う
た
め
の

制
度
で
あ
る
の
に
対
し
︑
新

た
な
認
証
制
度
で
あ
る
﹁
運

転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証

制
度
﹂
は
︑
主
に
運
転
者
の

労
働
条
件
や
労
働
環
境
に
関

し
て
評
価
・
認
証
を
行
い
︑

主
に
求
職
者
へ
情
報
提
供
を

行
う
た
め
の
制
度
と
し
て
設

計
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑国
交
省
で
は
現
在
︑

同
制
度
の
実
施
団
体
の
公
募

を
実
施
︒
今
後
︑
実
施
団
体

が
同
報
告
書
を
も
と
に
︑
同

制
度
の
詳
細
設
計
を
実
施

し
︑
具
体
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
な
る
︒

 

隊
列
走
行
実
現
に
向
け
て

高
速
イ
ン
フ
ラ
活
用
方
向
性
で

中
間
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
は
６
月
24
日
︑

﹁
第
４
回
新
し
い
物
流
シ
ス

テ
ム
に
対
応
し
た
高
速
道
路

イ
ン
フ
ラ
の
活
用
に
関
す
る

検
討
会
﹂（
座
長
・
根
本
敏

則
敬
愛
大
学
経
済
学
部
教

授
）
を
開
催
し
︑
中
間
と
り

ま
と
め（
素
案
）を
討
議
し
た
︒

　

今
回
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

素
案
で
は
︑﹁
後
続
車
有
人

隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
の
実
証

実
験
﹂（
平
成
30
年
１
月
実

施
）︑﹁
後
続
車
無
人
隊
列
走

行
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
﹂

（
同
31
年
１
月
実
施
）
の
公

道
実
証
実
験
の
結
果
等
を
踏

ま
え
︑
イ
ン
フ
ラ
支
援
の
あ

り
方
・
車
両
の
安
全
性
検
証

を
目
的
と
し
た
新
た
な
実
証

実
験
環
境
整
備
の
た
め
︑
①

分
合
流
部
に
お
け
る
ラ
ン
プ

メ
ー
タ
リ
ン
グ
（
本
線
の
合

流
付
近
の
ラ
ン
プ
に
信
号
を

取
り
付
け
︑
入
路
を
一
定
間

隔
に
制
御
し
本
線
の
フ
ロ
ー

や
入
路
を
円
滑
に
す
る
手

法
）
等
の
技
術
検
討
︑
②
既

下
請
等
中
小
企
業
者
へ
の

﹁
し
わ
寄
せ
防
止
総
合

対
策
﹂
を
策
定

来
年
４
月
の
中
小
企
業
時
間
外

労
働
上
限
規
制
適
用
に
向
け
て

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
26

日
︑
中
小
企
業
庁
・
公
正
取

引
委
員
会
と
と
も
に
︑﹁
大

企
業
・
親
事
業
者
の
働
き
方

改
革
に
伴
う
下
請
等
中
小
事

業
者
へ
の
﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防

止
の
た
め
の
総
合
対
策
﹂（
し

わ
寄
せ
防
止
総
合
対
策
）
を

策
定
し
た
︒

　
﹁
働
き
方
改
革
の
推
進
﹂
と

﹁
取
引
適
正
化
﹂
は
車
の
両

輪
で
あ
り
︑
大
企
業
等
の
働

き
方
改
革
に
よ
る
下
請
等
中

小
事
業
者
へ
の﹁
し
わ
寄
せ
﹂

の
防
止
は
︑
親
事
業
者
と
下

請
等
中
小
事
業
者
の
双
方
が

生
産
性
の
向
上
・
成
長
と
分

配
の
好
循
環
を
実
現
す
る
上

で
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
︒
こ
の
た
め
︑
厚
労
省
・

公
取
委
・
中
企
庁
が
一
層
の

連
携
を
図
り
︑
働
き
方
改
革

の
推
進
と
取
引
適
正
化
を
一

体
的
に
推
進
す
る
た
め
︑
同

対
策
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

同
対
策
の
中
心
と
な
る
施

策
は
︑
次
の
通
り
︒

 

令
和
元
年
﹁
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
﹂
を
実
施

調
査
へ
の
協
力
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
今
年
７

月
︑
令
和
元
年
﹁
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
﹂
を
全
国
一

斉
に
実
施
す
る
︒

　

同
調
査
は
︑
労
働
者
の
賃

金
の
実
態
を
︑
産
業
・
地
域

・
企
業
規
模
・
雇
用
形
態
・

就
業
形
態
・
職
種
・
性
・
年

齢
・
学
歴
・
勤
続
年
数
・
経

験
年
数
な
ど
の
別
に
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
も
の
︒
国
が

①
関
係
法
令
等
の
周
知
広
報

② 

労
働
局
・
労
基
署
等
の
窓

口
等
に
お
け
る
﹁
し
わ
寄

せ
﹂
情
報
の
提
供

③ 

労
働
局
・
労
基
署
に
よ
る

﹁
し
わ
寄
せ
﹂
防
止
に
向

け
た
要
請
等
・
通
報

④ 

公
取
委
・
中
企
庁
に
よ
る

指
導
お
よ
び
不
当
な
行
為

実
施
す
る
統
計
調
査
の
中
で

も
︑
最
も
重
要
な
統
計
の
ひ

と
つ
と
し
て
︑
統
計
法
に
基

づ
く
﹁
基
幹
統
計
調
査
﹂
に

指
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
調
査
の
結
果
は
︑
民
間

企
業
で
の
賃
金
決
定
・
労
務

管
理
な
ど
の
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
逸

失
利
益
の
算
定
や
︑
最
低
賃

金
法
に
よ
る
最
低
賃
金
の
決

定
︑
労
災
保
険
法
に
よ
る
年

金
給
付
基
礎
日
額
の
最
低
・

最
高
限
度
額
の
算
定
な
ど
︑

事
例
の
周
知
・
広
報

　

厚
労
省
・
公
取
委
・
中
企

庁
で
は
︑
令
和
２
年
４
月
か

ら
の
中
小
企
業
へ
の
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
に

向
け
︑
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
く
︒

各
種
政
策
決
定
の
際
に
も
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
︒

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
︑
回
答
に
必
要
な
調
査

票
な
ど
が
郵
送
さ
れ
る
︒
ま

た
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
︑
調
査
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

や
調
査
票
作
成
に
利
用
で
き

る
電
子
フ
ァ
イ
ル
︑
計
算
支

援
ツ
ー
ル
を
用
意
し
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
同
調
査
の

趣
旨
と
重
要
性
に
つ
い
て
の

理
解
と
︑
同
調
査
へ
の
回
答

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

「
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
」　　

実
施
に
向
け
検
討
会
報
告
書
を
取
り
ま
と
め

働
き
方
改
革
を
重
視
し
た

「
ホ
ワ
イ
ト
経
営
」
実
現
へ
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平
成
30
年
度
の
我
が
国
経
済
は
︑

夏
に
相
次
い
だ
自
然
災
害
の
発
生
に

よ
り
︑
個
人
消
費
や
輸
出
を
中
心
に

経
済
は
一
時
的
に
押
し
下
げ
ら
れ
た

が
︑
緩
や
か
に
回
復
が
進
ん
で
い
る

と
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
︒

　

民
間
調
査
機
関
の
予
測
に
よ
る
平

成
30
年
度
の
国
内
貨
物
総
輸
送
量
は

前
年
度
比
０
・
６
％
減
と
な
っ
た
が
︑

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
量
は
生
産

関
連
貨
物
が
増
加
を
み
せ
た
こ
と
に

よ
り
０
・
１
％
増
と
な
っ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
運
賃

・
料
金
水
準
は
例
年
を
上
回
る
水
準

で
推
移
し
た
も
の
の
︑
燃
料
コ
ス
ト
の

増
加
や
人
材
コ
ス
ト
の
上
昇
︑
ま
た

高
速
道
路
の
利
用
拡
大
な
ど
に
よ
り

【
最
重
点
施
策
】

⑴ 

長
時
間
労
働
是
正
を
図

る
た
め
、
生
産
性
の
向

上
や
取
引
環
境
の
改
善

等
﹁
働
き
方
改
革
﹂
の

実
現
に
向
け
た
対
策
の

推
進

① 

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
改
正

に
つ
い
て

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お
け
る
働

き
方
改
革
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実

施
す
る
た
め
︑
平
成
30
年
７
月
12

日
に
﹁
働
き
方
改
革
対
応
検
討
本

部
﹂（
本
部
長
：
坂
本
克
己
会
長
）

を
設
置
し
た
︒
こ
の
中
で
︑
働
き

方
改
革
の
実
現
を
図
る
た
め
に
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
を

改
善
す
る
こ
と
を
最
優
先
と
位
置

付
け
︑
そ
の
た
め
の
規
制
の
あ
り

方
を
見
直
す
た
め
に
︑
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
改
正
に
向
け
て

検
討
を
行
っ
た
︒

・ 

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
改
正

に
つ
い
て
は
︑
議
員
立
法
に
よ
り
改

正
を
目
指
す
こ
と
と
し
︑
自
民
党

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
や

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話

会
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望
や
説

明
を
行
っ
た
結
果
︑
自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
内
に
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
改
正
に
つ

い
て
の
イ
ン
ナ
ー
会
議
﹂
が
設
置
さ

れ
︑
検
討
が
行
わ
れ
た
︒

・ 

そ
の
結
果
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
健
全
な
発
展
に
向
け
て
規
制
の

適
正
化
を
図
る
ほ
か
︑
２
０
２
４
年

度
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
よ
る
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
物
流
が
滞
っ
て
し
ま
う
こ
と

の
な
い
よ
う
︑
緊
急
に
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
に
鑑
み
︑
所
要
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
︑﹁
規
制
の

適
正
化
﹂（
欠
格
期
間
の
延
長
等
）︑

﹁
事
業
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
の

明
確
化
﹂（
輸
送
の
安
全
に
係
る
義

務
の
明
確
化
等
）︑﹁
荷
主
対
策
の

深
度
化
﹂（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る

荷
主
へ
の
働
き
か
け
等
の
規
定
の
新

設
等
）︑﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示

制
度
の
導
入
﹂
と
し
て
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
︒

・ 

国
会
へ
の
提
出
に
向
け
て
は
︑
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
労
働
組
合

と
連
携
を
図
り
︑
与
野
党
の
国
会

議
員
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望
活

動
を
展
開
し
た
︒
各
政
党
に
お
け

る
手
続
き
は
︑
自
民
党
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会

（
平
成
30
年
11
月
20
日
）︑
国
土

交
通
部
会
（
同
年
11
月
22
日
及
び

11
月
28
日
）︑
政
調
審
議
会
（
同

利
益
率
は
押
し
下
げ
ら
れ
た
︒

　

一
方
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
対

す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
︑﹁
働
き
方

改
革
関
連
法
﹂
が
６
月
に
成
立
す
る

と
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条

件
の
改
善
並
び
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
の
健
全
経
営
に
資
す
る
た
め
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
国

会
議
員
︑
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て

要
望
活
動
を
強
力
に
展
開
し
た
結

果
︑
12
月
に
は
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
道
路
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
か
ら
︑
機
能
強
化
が
推
進

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
︑

高
速
道
路
の
﹁
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の

解
消
﹂や﹁
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化
﹂

並
び
に
﹁
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
駐
車
マ
ス
の

解
消
﹂
な
ど
に
つ
い
て
︑
関
係
行
政

年
11
月
29
日
）︑
総
務
会
（
同
年

11
月
30
日
）を
経
て
︑公
明
党
で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
（
同

年
10
月
31
日
）︑
国
土
交
通
部
会

（
同
年
11
月
22
日
及
び
11
月
29

日
）︑
政
調
全
体
会
議
（
同
年
11

月
29
日
）
を
経
て
承
認
さ
れ
︑
野

党
も
各
党
内
手
続
き
を
経
て
国
会

へ
の
提
出
に
向
け
た
手
続
き
が
行
わ

れ
た
︒

・ 

そ
の
後
︑
改
正
案
は
国
会
に
提
出

さ
れ
︑
12
月
４
日
の
衆
議
院
国
土

交
通
委
員
会
で
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
︑
同
日
の
衆
議
院
本
会
議
を

通
過
し
︑
12
月
６
日
の
参
議
院
国

土
交
通
委
員
会
で
も
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
︑
12
月
８
日
未
明
参
議

院
本
会
議
に
お
い
て
成
立
し
た
︒

そ
の
後
︑12
月
14
日
に
公
布
さ
れ
た
︒

② 

﹁
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
の
普
及

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改

革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
﹂
に
つ
い
て
︑
特
に
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
解
説
し
た

﹁
解
説
書
﹂
を
作
成
し
︑
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
共
催
で
本

解
説
書
を
周
知
す
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
働
き
方
改
革
実
現
に

向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
周
知

セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
平
成
31
年
１
月
～

３
月
の
期
間
に
18
協
会
で
開
催
し

た
︒

・ 

働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
実
施
等
の
進
捗
状
況
を

確
認
す
る
た
め
︑
平
成
31
年
１
月
に

﹁
働
き
方
改
革
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
﹂
を
実
施
し
た
（
発
送
数
：
１

２
１
８
︑
回
答
数
：
８
０
７
︑
回

答
率
：
66
・
３
％
）︒

③ 

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境

・
労
働
時
間
改
善
協
議
会
﹂
の
適

確
な
運
営

・ 

中
央
及
び
全
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
て
お
り
︑
厚
生
労
働
省
︑
国
土

交
通
省
︑
学
識
経
験
者
︑
荷
主
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け

る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
協

議
会
﹂
に
つ
い
て
︑
国
土
交
通
省

及
び
厚
生
労
働
省
等
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
︑

適
確
な
運
営
に
努
め
た
︒
中
央
協

議
会
に
つ
い
て
は
︑
第
９
回
が
平
成

30
年
９
月
27
日
︑
第
10
回
が
平
成

31
年
２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

な
お
︑
中
央
協
議
会
に
つ
い
て
は
︑

生
産
性
向
上
協
議
会
と
同
時
開
催

さ
れ
た
︒

・ 

地
方
協
議
会
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
︑

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
な
さ

れ
る
よ
う
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
対
し
て
︑
協
議
会
の
開
催

費
用
や
取
り
組
み
に
係
る
Ｐ
Ｒ
費

用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
た
︒

④ 

荷
主
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
性
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
施

・ 

平
成
28
年
度
及
び
29
年
度
に
︑
全

て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
と
荷
主
が
共
同
し

機
関
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
高
速
道
路
通
行
料
金
の
大

口
・
多
頻
度
割
引
に
つ
い
て
は
︑
平

成
30
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い

て
１
０
９
億
円
の
予
算
措
置
が
な
さ

れ
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対
象

に
２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で
最
大
割
引

率
50
％
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
︒

　

当
業
界
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
公
共
的
使
命
を
果
た
す
べ
く
︑
よ

り
安
定
的
な
輸
送
力
の
確
保
と
安

心
︑
安
全
で
質
の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
︑
安
全

対
策
︑
環
境
対
策
︑
労
働
対
策
︑
経

営
改
善
対
策
︑
消
費
者
対
策
︑
適
正

化
事
業
対
策
︑
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
管
理
運
営
な
ど
の
諸
対
策
を
積

極
的
に
推
進
し
た
︒

て
︑コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
助
言
の
下
︑

長
時
間
労
働
の
削
減
や
生
産
性
の

向
上
に
取
り
組
む
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

を
実
施
し
た
が
︑
そ
の
成
果
を
国

土
交
通
省
及
び
厚
生
労
働
省
と
と

も
に
﹁
荷
主
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
協
力
に
よ
る
取
引
環
境
と

労
働
時
間
の
改
善
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
及
び
事
例
集
﹂
に
取
り

ま
と
め
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
へ
の
配
布
や
国
土
交
通
省
が
全

国
13
か
所
で
開
催
し
た
﹁
荷
主
と

運
送
事
業
者
の
協
力
に
よ
る
取
引

環
境
と
長
時
間
労
働
の
改
善
に
向

け
た
セ
ミ
ナ
ー
﹂
等
を
通
じ
て
会

員
事
業
者
に
対
し
て
周
知
し
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷
主
が

共
同
し
て
︑
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
助

言
の
下
︑
長
時
間
労
働
の
削
減
や

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
む
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
が
17
都
道
府

県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
︒
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
実
施
す
る
上
で

特
別
に
必
要
と
す
る
経
費
に
関
し

て
︑
今
後
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

の
成
果
を
全
国
展
開
す
る
際
に
多

く
の
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
有
効
で

あ
る
と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
助

成
し
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
が
設
置
し
た
︑
荷
待

ち
時
間
が
長
い
輸
送
分
野
（
加
工

食
品
︑
紙
・
パ
ル
プ
︑
建
築
資
材
）

に
お
け
る
生
産
性
向
上
及
び
労
働

時
間
改
善
に
関
す
る
懇
談
会
に
対

応
し
︑
各
輸
送
分
野
に
お
け
る
課

題
の
抽
出
や
改
善
策
の
検
討
に
参

画
し
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
・
農

林
水
産
省
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

に
対
応
し
︑
物
流
機
能
を
安
定
的

に
確
保
す
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
生
産
性
の
向
上
や
物
流
の
効
率

化
︑
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

働
き
や
す
い
労
働
環
境
の
実
現
に

向
け
て
︑
荷
主
・
国
民
・
物
流
事

業
者
等
の
関
係
者
が
連
携
し
て
取

り
組
む
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進

運
動
を
広
く
展
開
す
る
た
め
︑
平

成
31
年
３
月
︑
上
場
企
業
及
び
各

都
道
府
県
の
主
要
企
業
の
計
６
３
０

０
社
に
運
動
へ
の
参
加
を
要
請
す
る

文
書
を
送
付
し
︑
本
運
動
に
つ
い

て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
周
知

に
努
め
た
︒
な
お
︑
第
１
回
﹁
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
会
議
は
平
成

30
年
12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

・ 

農
産
物
の
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
循
環
モ
デ
ル
を
構
築
し
︑

物
流
の
効
率
化
と
働
き
方
改
革
の

実
現
を
目
指
す
︑
一
般
社
団
法
人

農
産
物
パ
レ
ッ
ト
推
進
協
議
会
の

取
り
組
み
に
積
極
的
に
対
応
し
︑

関
係
者
が
連
携
し
て
パ
レ
ッ
ト
を
共

同
で
利
用
・
管
理
す
る
た
め
の
ル

ー
ル
や
運
用
手
法
等
に
関
す
る
検

討
に
参
画
し
た
︒

・ 

適
正
取
引
の
推
進
及
び
長
時
間
労

働
の
是
正
に
向
け
て
荷
主
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
︑
厚
生
労
働

省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省

・
国
土
交
通
省
・
公
正
取
引
委
員

会
と
の
連
名
の
協
力
依
頼
文
書
及

び
関
係
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
改
正
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
周
知

用
︑
荷
主
勧
告
制
度
周
知
用
︑
運

送
委
託
者
へ
の
啓
発
用
︑
貨
物
の

適
切
な
積
載
啓
発
用
）
を
荷
主
企

業
及
び
団
体
等
に
送
付
し
た
︒

・ 

２
０
１
９
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
つ
い
て
は
10
連
休
と
な
り
︑
そ

の
前
後
で
輸
送
需
要
が
集
中
す
る

こ
と
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
荷

主
向
け
に
余
裕
を
も
っ
た
輸
配
送

計
画
の
策
定
や
輸
送
時
期
の
分
散

等
を
啓
発
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
︑

機
関
紙
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
を
通

じ
て
会
員
事
業
者
に
配
布
し
た
︒

⑤ 

賃
金
・
労
働
環
境
の
現
状
把
握
を

図
り
つ
つ
、
労
働
関
係
法
令
改
正
へ

の
適
切
な
対
応

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
携
わ
る
従

業
員
の
賃
金
や
労
働
時
間
︑
福
利

厚
生
等
の
実
態
を
職
種
別
に
詳
細

に
把
握
し
︑
労
働
環
境
改
善
に
向

け
た
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
賃
金
・
労
働

時
間
等
の
実
態
調
査
﹂を
実
施
し
︑

報
告
書
に
ま
と
め
た
︒

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改

革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
等
周
知
セ
ミ
ナ
ー
﹂
に
お
い
て
︑

労
働
関
係
法
令
の
改
正
の
内
容
や

施
行
時
期
等
に
つ
い
て
も
周
知
し

た
︒

・ 

政
労
使
の
代
表
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
係
る
諸
課
題
に
関
し
て
意

見
交
換
す
る
﹁
第
47
回
物
流
政
策

懇
談
会
﹂
を
平
成
30
年
12
月
17
日

に
開
催
し
た
︒
国
土
交
通
省
か
ら

奥
田
哲
也
自
動
車
局
長
以
下
幹

部
︑
労
働
組
合
か
ら
運
輸
労
連
・

交
通
労
連
・
建
交
労
の
各
委
員
長

以
下
幹
部
︑
全
ト
協
か
ら
会
長
・

副
会
長
以
下
幹
部
が
出
席
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
諸
課
題
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
︑
意
見
交
換
を
行

っ
た
︒

・ 

運
輸
労
連
・
交
通
労
連
の
両
労
働

組
合
か
ら
平
成
30
年
12
月
17
日
に
︑

働
き
方
改
革
の
動
向
を
踏
ま
え
た

施
策
の
推
進
︑
事
業
許
可
の
更
新

制
︑
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
︑
長
時
間
労

働
抑
制
及
び
生
産
性
向
上
に
資
す

る
施
策
の
推
進
︑
高
速
道
路
に
関

す
る
諸
施
策
の
推
進
︑
特
定
最
低

賃
金
の
確
立
︑
人
材
確
保
等
に
つ

い
て
︑共
同
政
策
要
請
を
受
け
た
︒

ま
た
︑
建
交
労
中
央
運
輸
労
使
協

議
会
か
ら
平
成
31
年
１
月
28
日
に
︑

人
材
確
保
︑安
全
運
行
の
具
体
策
︑

公
正
取
引
促
進
に
係
る
施
策
︑
自

動
車
関
係
諸
税
へ
の
対
応
︑
高
速

道
路
料
金
等
に
つ
い
て
要
請
を
受

け
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
が
設
置
し
た
﹁
自
動

車
運
送
事
業
の
ホ
ワ
イ
ト
経
営
の

﹃
見
え
る
化
﹄検
討
会
﹂に
対
応
し
︑

働
き
方
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

む
事
業
者
を
評
価
し
︑
求
職
者
に

見
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
新
た

な
認
証
制
度
の
創
設
に
関
す
る
検

討
に
参
画
し
た
︒

　

⑵ 

標
準
貨
物
自
動
車
運
送

約
款
の
明
確
化
等
を
踏

ま
え
た
適
正
な
運
賃
・

料
金
収
受
の
推
進

① 

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
、
契

約
の
書
面
化
及
び
下
請
・
荷
主
適

正
取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及

・
定
着

・ 

荷
主
向
け
業
界
専
門
紙
計
16
紙

に
︑
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款

改
正
に
よ
る
運
賃
と
料
金
の
区
分

の
明
確
化
や
︑
荷
待
ち
時
間
・
積

卸
し
作
業
・
附
帯
業
務
は
有
料
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る

広
告
を
掲
載
し
た
（
平
成
30
年
６

月
６
日
～
18
日
の
間
に
計
16
紙
に

各
１
回
掲
載
）︒

・ 

機
関
紙
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
に
お
い

て
︑
改
正
さ
れ
た
標
準
貨
物
自
動

車
運
送
約
款
に
基
づ
く
運
賃
・
料

金
の
届
出
に
つ
い
て
︑
事
業
者
の
好

事
例
︑
国
土
交
通
省
の
平
嶋
貨
物

課
長
に
よ
る
寄
稿
︑
有
識
者
に
よ

る
解
説
等
を
掲
載
す
る
な
ど
周
知

・
啓
発
を
図
っ
た
︒

② 

原
価
管
理
の
徹
底
等
に
よ
る
適
正
運

賃
・
料
金
の
収
受

・ 

国
土
交
通
省
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
﹂

に
積
極
的
に
対
応
し
︑
本
検
討
会

に
お
け
る
議
論
の
結
果
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
的
に
提
供
可
能
と
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に
つ
い
て

周
知
を
図
っ
た
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
原

価
管
理
等
の
意
識
向
上
に
よ
り
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
︑﹁
原

価
計
算
活
用
セ
ミ
ナ
ー
～
標
準
貨

物
自
動
車
運
送
約
款
の
対
応
～
﹂

を
全
国
35
協
会
42
か
所
で
開
催
︒

経
営
者
な
ど
２
２
１
４
名
が
参
加
し

た
︒
今
年
度
は
︑
平
成
29
年
11
月

に
改
正
さ
れ
た
︑
改
正
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
を
踏
ま
え
た
対

応
に
つ
い
て
も
取
り
入
れ
︑
さ
ら
に

経
営
力
の
向
上
を
図
る
内
容
と
し

た
︒

・ 

適
正
な
運
賃
・
料
金
を
収
受
す
べ

く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
﹁
運
賃
原
価 

・
ｃ
ｏ
ｍ
﹂
サ
イ
ト
を
設
け
︑
各

種
情
報
を
展
開
し
た
ほ
か
︑
自
社

の
経
営
実
態
を
把
握
す
る
支
援
ツ

ー
ル
の
一
つ
と
し
て
︑
車
両
台
数
１

０
０
台
ま
で
対
応
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
に
お
け
る
原
価
計
算
シ
ー

ト
﹂（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
形
式
）
を
掲

載
し
た
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経

営
改
善
に
資
す
る
た
め
︑
専
門
家

が
事
業
者
の
経
営
状
況
を
診
断
し
︑

改
善
策
を
提
案
す
る
経
営
診
断
促

進
助
成
事
業
を
行
っ
た
︒
申
請
実

績
は
︑
ス
テ
ッ
プ
１
（
総
合
的
な
経

営
診
断
）
が
９
件
︑ス
テ
ッ
プ
２
（
経

営
改
善
相
談
）
が
４
件
︒

・ 

経
営
分
析
事
業
と
し
て
︑
平
成
29

年
度
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

の
車
両
別
︑
地
域
別
等
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
２
４
１
３
社
の
営
業
報

告
書
デ
ー
タ
を
集
計
し
︑
業
界
の

指
標
と
な
る
経
営
分
析
報
告
書
を

作
成
・
公
表
し
た
︒
分
析
の
結
果
︑

運
賃
改
善
等
に
よ
り
営
業
収
益
は

改
善
傾
向
と
な
っ
た
が
︑
燃
料
コ

ス
ト
︑
人
材
コ
ス
ト
︑
高
速
道
路

利
用
コ
ス
ト
等
の
増
大
に
よ
り
︑

営
業
赤
字
に
転
じ
た
︒
な
お
︑
協

力
事
業
者
に
対
し
て
は
個
別
企
業

診
断
書
を
作
成
・
送
付
し
た
︒

③ 

そ
の
他

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷
主
企

業
と
の
適
正
取
引
確
保
の
た
め
︑

日
貨
協
連
と
連
名
で
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
の
成
約
運
賃
指
数
を
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
ト
ラ
ッ
ク
業
界
紙
︑

荷
主
業
界
紙
等
に
毎
月
公
表
し
た
︒

・ 

第
42
回
中
央
近
代
化
基
金
融
資
と

し
て
公
募
及
び
推
薦
を
実
施
し
た
︒

補
完
融
資
は
公
募
枠
30
億
円
に
対

し
て
推
薦
決
定
３
件
５
１
９
百
万

円
︑
調
整
融
資
は
募
集
枠
30
億
円

に
対
し
て
推
薦
決
定
５
件
96
百
万

円
で
あ
っ
た
︒
激
甚
災
害
融
資
に
つ

い
て
は
︑﹁
７
月
豪
雨
等
﹂﹁
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
﹂
に
つ
い
て
公

募
枠
５
億
円
を
設
定
し
︑
推
薦
決

定
１
件
20
百
万
円
で
あ
っ
た
︒
利

子
補
給
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施

す
る
﹁
ポ
ス
ト
新
長
期
等
規
制
適

合
車
﹂﹁
低
公
害
車
及
び
省
エ
ネ
関

連
機
器
﹂﹁
５
両
未
満
事
業
者
に
対

す
る
特
別
増
車
﹂
融
資
に
係
る
利

子
補
給
事
業
に
対
し
︑
助
成
を
実

施
︒
平
成
30
年
度
に
お
け
る
利
子

補
給
助
成
額
は
１
９
０
百
万
円
で
あ

っ
た
︒

・ 

各
都
道
府
県
信
用
保
証
協
会
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
の
保
証
を

受
け
る
際
に
支
払
う
︑
保
証
料
の

助
成
事
業
を
行
う
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

た
︒
助
成
実
績
は
︑
１
２
９
件
︑
１

０
５
９
万
円
︒
な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

の
特
定
業
種
に
平
成
10
年
７
月
か

ら
平
成
31
年
６
月
ま
で
指
定
が
継

続
さ
れ
て
い
る
︒

⑶ 

人
材
確
保
対
策
の
推
進

① 

高
校
新
卒
者
の
採
用
促
進
の
た
め

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
総
合

的
な
対
策
の
策
定
及
び
実
施

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
人

材
確
保
対
策
の
促
進
を
図
る
た
め
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
登
録
サ
イ
ト
を
設
け
︑
会

員
事
業
者
︑
高
等
学
校
そ
れ
ぞ
れ

に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
︑
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た

会
員
事
業
者
に
受
け
入
れ
費
用
を

助
成
し
た
︒
助
成
実
績
額
は
︑
35

件
３
６
７
万
円
で
あ
っ
た
︒

・ 

若
年
労
働
者
の
雇
用
確
保
に
資
す

る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

仕
事
や
魅
力
を
学
生
等
に
伝
え
る

﹁
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
！！
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
！！！
﹂
を
３
万
冊
作

成
し
︑
全
国
の
高
等
学
校
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
登
録
事
業
者

及
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

通
じ
て
︑高
校
生
な
ど
に
配
布
し
た
︒

・ 

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
若
年
労

働
者
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
︑
準
中
型
免
許
取
得
及
び
５

㌧
限
定
準
中
型
免
許
限
定
解
除
に

係
る
費
用
を
助
成
し
た
︒
助
成
実

績
額
は
︑
２
８
５
件
９
１
１
万
円
で

あ
っ
た
︒

・ 

学
生
に
対
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
︑
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
し

た
出
前
授
業
や
業
界
説
明
会
等
の

開
催
費
用
を
助
成
し
た
︒
助
成
額

は
19
協
会
６
８
７
万
円
で
あ
っ
た
︒

② 

女
性
、
高
齢
者
の
採
用
等
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
労
働
力
確
保
及

び
育
成
・
定
着
対
策
の
推
進

・ 

若
年
・
女
性
労
働
者
の
確
保
を
図

る
た
め
︑
求
人
︑
採
用
方
法
な
ど

に
焦
点
を
当
て
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
た
め
の
人
材
確
保
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
30
協
会
32
か
所
で
開

催
し
︑
経
営
者
︑
人
事
担
当
者
な

ど
１
５
１
６
名
が
参
加
し
た
︒

・ 

即
戦
力
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ

る
退
職
自
衛
官
に
対
す
る
事
業
者

か
ら
の
求
人
票
を
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
通
じ
︑
自
衛
隊
地
方

協
力
本
部
等
へ
提
出
す
る
枠
組
み

を
平
成
27
年
度
よ
り
設
け
︑
平
成

30
年
度
は
10
協
会
２
２
０
名
の
求

人
票
を
自
衛
隊
に
提
出
し
た
︒

・ 

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

を
推
進
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

に
お
け
る
女
性
経
営
者
及
び
女
性

管
理
者
等
の
資
質
の
向
上
を
図
る

た
め
︑
平
成
30
年
９
月
12
日
に
東

京
・
明
治
記
念
館
に
て
女
性
部
会

全
国
研
修
会
を
開
催
し
︑
女
性
経

営
者
及
び
女
性
管
理
者
等
86
名
が

参
加
し
た
︒
ま
た
︑
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
女
性
組
織
の
代
表
者

が
一
堂
に
会
す
る
代
表
者
協
議
会

を
７
月
に
︑
正
副
部
会
長
会
議
を

３
回
︑
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
全
国
５

ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
︑
事
業
経
営
や

女
性
・
若
年
者
・
高
齢
者
等
の
雇

用
促
進
に
係
る
講
演
な
ど
の
研
修

事
業
を
行
っ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進
展

し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
︑
女
性
や

60
歳
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
等

を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

業
界
へ
の
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
増

加
を
図
る
た
め
︑
国
土
交
通
省
及

び
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
共
同

事
務
局
と
な
り
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
等
が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ
ク
の

あ
り
方
検
討
会
﹂
を
設
置
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
点
に
立
っ

た
車
両
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
︑
取
り
ま
と
め
結
果
を
公

表
し
た
︒

③ 

事
業
後
継
者
等
の
育
成

・ 

将
来
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
担

う
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
︑

物
流
経
営
士
の
認
定
事
業
を
実
施

し
︑
平
成
30
年
度
は
新
た
に
１
０

０
名
（
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
中

部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

認
定
講
座
修
了
74
名
︑
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
認
定
講
座
修
了
26
名
）

を
認
定
し
︑
平
成
31
年
３
月
末
現

在
合
計
１
９
４
７
名
の
物
流
経
営

士
が
活
躍
し
て
い
る
︒

・ 

物
流
経
営
士
資
格
の
認
知
度
向
上

を
図
る
た
め
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
認
定
者
名
簿
を
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
︑
機
関
紙
﹁
広
報
と
ら

っ
く
﹂
や
全
ト
協
提
供
ラ
ジ
オ
番

組
に
お
い
て
︑
本
資
格
の
Ｐ
Ｒ
を

図
っ
た
︒

・ 

物
流
経
営
士
の
資
質
の
向
上
及
び

物
流
経
営
士
間
の
連
携
強
化
を
図

る
た
め
︑
平
成
31
年
２
月
９
日
に

名
古
屋
市
で
59
名
︑
３
月
13
日
に

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
42
名
の

物
流
経
営
士
が
参
加
し
た
物
流
経

営
士
研
修
会
を
開
催
し
た
︒

・ 

優
秀
な
管
理
者
を
育
成
す
る
た
め
︑

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営

す
る
中
小
企
業
大
学
校
の
講
座
受
講

（
全
国
９
校
及
び
Ｗ
ｅ
ｂ
校
）
に

対
し
助
成
を
行
っ
た
︒
助
成
実
績

は
︑
３
４
０
名
６
２
２
万
円
︒
ま
た

全
国
９
校
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
経
営
幹
部

・
管
理
者
向
け
講
座
﹂
が
開
講
さ

れ
た
︒

・ 

次
世
代
を
担
う
経
営
者
等
を
育
成

す
る
た
め
︑
物
流
に
関
す
る
専
門

的
な
課
程
を
有
す
る
流
通
経
済
大

学
へ
の
推
薦
制
度
を
実
施
し
︑
３
名

を
推
薦
し
３
名
全
員
が
合
格
し
た
︒

・ 

事
業
後
継
者
並
び
に
青
年
経
営
者

を
育
成
す
る
た
め
︑
平
成
31
年
２

月
22
日
に
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
青
年
部
会
全
国
大
会
を

開
催
し
︑
青
年
経
営
者
７
８
０
名

が
参
加
し
た
︒
ま
た
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
組
織
の
代
表

者
が
一
堂
に
会
す
る
全
国
代
表
者

協
議
会
を
平
成
30
年
６
月
︑11
月
︑

平
成
31
年
２
月
に
︑
正
副
部
会
長

会
議
を
７
回
︑
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
全

国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
︑
事
業
経

営
に
即
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
︑
講
演
な
ど
研
修
事
業
を

実
施
し
た
︒
さ
ら
に
自
民
党
青
年

局
や
倉
庫
︑
産
廃
業
界
な
ど
他
団

体
の
青
年
組
織
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
た
︒
な
お
︑
青
年
部
会

の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
︑
全
国

の
青
年
経
営
者
か
ら
集
め
た
募
金

を
活
用
し
︑
自
動
車
専
門
課
程
を

有
す
る
高
等
学
校
２
校
に
対
し
︑

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
各
１
台
を

寄
贈
し
た
︒
ま
た
︑
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
の
被
災
地
支
援
の
た

め
︑
全
国
の
青
年
経
営
者
に
義
援

金
を
募
り
︑
平
成
31
年
４
月
21
日

に
岡
山
︑
広
島
︑
愛
媛
県
の
被
災

地
域
の
子
供
た
ち
な
ど
３
０
５
名

を
プ
ロ
野
球
・
広
島
東
洋
カ
ー
プ

主
催
試
合
（
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
）

に
招
待
す
べ
く
︑
準
備
を
進
め
た
︒

・ 
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年

部
会
等
に
所
属
す
る
経
営
者
等
の

先
進
的
な
創
意
工
夫
に
よ
る
収
益

性
向
上
な
ど
の
取
組
に
対
す
る
顕

彰
募
集
を
行
い
︑
４
者
が
応
募
し

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
︑

１
者
（
銀
賞
１
者
：
福
井
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
青
年
部
会
﹁
夢
あ
る
業

界
Ｐ
Ｒ
新
卒
者
採
用
活
動
﹂）
が

受
賞
し
た
︒

④ 

人
材
確
保
に
係
る
現
状
把
握
及
び

将
来
等
の
検
証
並
び
に
業
界
と
し

て
積
極
的
な
広
報
活
動
の
展
開

・ 

人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
︑
育
成
︑
定

着
に
係
る
各
種
方
策
に
つ
い
て
事
業

者
に
説
明
を
行
っ
た
︒

・ 

全
ト
協
が
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
に
よ
る
事
業
分
野
別
経
営
力
向

上
推
進
機
関
に
認
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
長
時
間
労
働
改
善
や

輸
送
効
率
向
上
に
向
け
︑
セ
ミ
ナ

ー
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
機
関
紙
﹁
広

報
と
ら
っ
く
﹂
等
を
通
じ
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
分
野
に
係
る
経

営
力
向
上
に
関
す
る
指
針
の
普
及

啓
発
を
行
っ
た
︒

⑷ 

交
通
及
び
労
災
事
故
の

防
止
の
徹
底

▼
交
通
事
故
防
止
対
策

① 

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
事
故

実
態
の
把
握
と
要
因
分
析

・ 

平
成
30
年
中
に
お
け
る
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る
死
亡

事
故
件
数
は
２
５
３
件
と
対
前
年

に
比
べ
18
件
の
減
少
と
な
っ
た
︒

・ 

平
成
29
年
９
月
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
事

業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
０
﹂
を
新
た
に
策
定
し
︑
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
１
万
台
当
た
り
の
死

亡
事
故
件
数
の
目
標
値
を
こ
れ
ま

で
の
﹁
２
・
０
件
以
下
﹂
か
ら
﹁
１

・
５
件
以
下
﹂
に
見
直
し
︑
各
都

道
府
県
（
車
籍
別
）
の
共
通
目
標

と
し
て
更
な
る
事
故
防
止
対
策
を

講
じ
た
︒

・ 

特
に
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
１
万
台

あ
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
が
多
い

都
道
府
県
に
関
し
て
は
︑
当
該
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
支
部
等
を
対
象
に

﹁
事
故
防
止
出
前
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を

行
い
︑
重
大
事
故
の
特
徴
や
対
策

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
係
る

発
生
地
別
交
通
事
故
情
報
を
四
半

期
ご
と
に
集
計
す
る
と
と
も
に
︑

車
籍
別
︑
発
生
地
別
︑
車
両
区
分

別
︑
道
路
区
分
別
等
詳
細
に
交
通

事
故
実
態
を
分
析
・
把
握
し
︑
全

ト
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
計
６
回

公
表
し
た
ほ
か
︑
春
・
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
な
ど
に
お
い
て
︑

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
惹
起
す
る
交

通
事
故
の
特
徴
を
掲
載
し
た
５
種

類
の
ポ
ス
タ
ー
等
を
制
作
し
︑
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
関
係
す
る
交
通

事
故
防
止
対
策
の
取
り
組
み
を
促

進
し
た
︒

② 

追
突
事
故
及
び
交
差
点
、
高
速
道
路

に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
の
啓
発

・ 

高
速
道
路
上
で
約
７
割
を
占
め
る

追
突
事
故
の
再
発
防
止
を
図
る
た
め

﹁
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用

セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
18
協
会
で
延
べ
20

回
実
施
し
た
ほ
か
︑﹁
交
差
点
事
故

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂

を
19
協
会
で
延
べ
21
回
開
催
し
た
︒

・ 

道
路
の
老
朽
化
対
策
に
向
け
た
大

型
車
の
適
正
化
方
針
を
踏
ま
え
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
作
成
し
た

﹁
ト
レ
ー
ラ
の
大
型
化
に
よ
る
輸

送
効
率
化
促
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
を

活
用
し
た
研
修
会
を
20
協
会
と
連

携
を
図
り
20
回
開
催
し
︑
大
型
・

特
殊
車
両
の
運
行
の
適
正
化
︑
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
︒

・ 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
及
び
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
総
会
︑
事

業
者
大
会
等
に
お
け
る
交
通
安
全

決
議
等
に
よ
り
︑
交
通
安
全
に
対

す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
意

識
の
定
着
を
図
っ
た
︒
ま
た
︑
19

協
会
に
お
け
る
事
故
防
止
大
会
実

施
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

交
通
事
故
実
態
に
即
し
た
事
故
防

止
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
交
通
事

故
防
止
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
︑﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂

を
引
用
す
る
な
ど
効
果
的
な
映
像

を
活
用
し
た
﹁
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
実
践
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
17
協
会
で

延
べ
23
回
実
施
し
た
︒

・ ﹁
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対
す

る
指
導
及
び
監
督
の
指
針
﹂（
国
土

交
通
省
告
示
）の
強
化
に
対
応
し
︑

平
成
29
年
に
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
作
成
し
た
﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
﹂
に

つ
い
て
︑
最
近
の
法
令
等
の
改
正
内

容
を
盛
り
込
み
改
訂
し
た
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育
訓
練
促

進
助
成
事
業
の
対
象
施
設
と
し
て

新
た
に
５
か
所
を
指
定
し
︑
よ
り

充
実
し
た
安
全
教
育
訓
練
施
設
の

拡
充
を
図
っ
た
︒

・ 

安
全
教
育
訓
練
の
受
講
者
１
２
３

８
名
に
対
す
る
助
成
を
行
い
︑
受

講
の
促
進
を
図
っ
た
︒

③ 

安
全
対
策
機
器
の
普
及
促
進

・ 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
を
は
じ
め
と
す

る
後
方
視
野
等
確
認
支
援
装
置
︑

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど

安
全
対
策
機
器
に
対
す
る
以
下
の

導
入
助
成
を
行
い
︑
交
通
事
故
防

止
に
有
用
な
機
器
の
普
及
促
進
を

図
っ
た
︒

◎
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

１
万
５
１
５
６
台

◎
後
方
視
野
確
認
支
援
装
置

１
万
８
２
１
台

◎
左
側
方
視
野
確
認
支
援
装
置５４

７
台

◎ 

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置

 

１
４
３
台

◎
携
帯
型
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器５

７
０
台

◎
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ　２６

１
２
台

④ 

高
度
な
Ｉ
Ｔ
点
呼
シ
ス
テ
ム
の
普
及

拡
大

・ 

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
等
の
高

度
化
に
合
わ
せ
︑
国
土
交
通
省
が

行
う
﹁
運
行
管
理
の
高
度
化
に
対

す
る
支
援
﹂
事
業
を
会
員
事
業
者

等
に
周
知
す
る
な
ど
Ｉ
Ｔ
機
器
等

を
活
用
し
た
高
度
な
点
呼
シ
ス
テ

ム
の
普
及
拡
大
を
図
っ
た
︒

⑤ 

国
際
海
陸
一
貫
運
送
コ
ン
テ
ナ
の
自
動

車
運
送
の
安
全
確
保

・ 

国
土
交
通
省
が
中
央
及
び
地
方
で

開
催
し
た
﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ

の
陸
上
運
送
に
係
る
安
全
対
策
会

議
﹂
に
出
席
し
︑﹁
国
際
海
上
コ
ン

テ
ナ
の
陸
上
に
お
け
る
安
全
輸
送
マ

ニ
ュ
ア
ル
﹂
の
フ
レ
キ
シ
タ
ン
ク
に

よ
る
液
体
物
輸
送
に
係
る
改
訂
に

協
力
し
た
︒

⑥ 

﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
の
普
及

拡
大    

・ 

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
対

象
の
最
低
車
両
保
有
台
数
が
平
成

29
年
12
月
に
見
直
さ
れ
︑
平
成
30

年
４
月
か
ら
２
０
０
台
以
上
に
適
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

含
め
︑
官
民
一
体
で
取
り
組
む
運

輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
普

及
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
た
︒

⑦ 

駐
車
問
題
見
直
し
へ
の
対
応

・ 

平
成
30
年
２
月
に
警
察
庁
か
ら
各

都
道
府
県
警
察
に
発
出
さ
れ
た﹁
貨

物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規

制
の
見
直
し
の
推
進
に
つ
い
て
﹂
通

達
に
基
づ
き
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
連
携
し
て
駐
車
規
制
の
見
直
し

に
向
け
た
要
望
活
動
を
展
開
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
貨
物
集
配
中
の
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
に
係
る
駐
車
規
制
の
見
直
し

に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い
て
情
報
収
集

に
努
め
︑
必
要
に
応
じ
︑
改
善
に

向
け
た
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

を
行
っ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

の
改
善
に
向
け
︑
大
型
車
駐
車
場

案
内
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
っ
た
︒

⑧ 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施

・ 

安
全
意
識
並
び
に
運
転
技
能
の
向

上
を
図
る
た
め
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
１

４
４
名
の
参
加
者
に
よ
り
実
施
し

た
︒

⑨ 

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
運
営

・ 

長
距
離
運
行
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
運

行
管
理
を
目
的
と
し
た
全
国
28
か

所
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ

Ｓ
）
の
運
営
を
行
い
︑
立
寄
台
数

２
０
７
万
台
︑
福
祉
施
設
利
用
者

数
１
１
８
万
名
の
利
用
が
あ
っ
た
︒

・ 

平
成
29
年
９
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
併
設
型
Ｔ
Ｓ
へ
の
改
築
工

事
を
行
っ
て
い
た
東
神
Ｔ
Ｓ
は
︑

平
成
30
年
５
月
24
日
に
竣
工
式
を

行
い
︑
６
月
４
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
︒

・ 

平
成
31
年
３
月
７
日
開
催
の
第
１
７

９
回
理
事
会
に
お
い
て
︑
盛
岡
Ｔ

Ｓ
を
同
年
６
月
末
で
廃
止
す
る
旨

の
決
議
を
行
っ
た
︒

▼
労
働
対
策

① 

過
労
死
等
防
止
対
策
の
推
進

・ 

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
﹁
過
労

死
等
防
止
計
画
﹂
の
具
体
的
な
行

動
計
画
に
基
づ
き
︑
過
労
死
等
防

止
対
策
で
策
定
し
た
緊
急
対
策
を

随
時
実
施
し
た
ほ
か
︑
有
識
者
等

で
構
成
す
る
﹁
過
労
死
等
防
止
計

画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
﹂
を
３
回
開
催
し
た
︒

・ ﹁
過
労
死
等
防
止
対
策
白
書
﹂（
厚

生
労
働
省
発
行
）
に
基
づ
き
︑
過

労
死
防
止
対
策
等
を
取
り
ま
と
め

た
啓
発
資
料
等
を
活
用
し
た
﹁
過

労
死
等
防
止
・
健
康
起
因
事
故
防

止
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
45
協
会
に
お
い

て
延
べ
49
回
開
催
し
︑
３
８
３
３
名

が
受
講
し
た
︒

・ 

平
成
30
年
２
月
に
国
土
交
通
省
が

作
成
し
た
﹁
脳
血
管
疾
患
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に
つ
い
て
︑
事
業
者

等
へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
︑
国

土
交
通
省
が
設
置
す
る
﹁
事
業
用

自
動
車
健
康
起
因
事
故
対
策
協
議

会
﹂
に
参
画
し
︑﹁
心
臓
疾
患
・
大

血
管
疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
︒

・ 

健
康
起
因
事
故
の
原
因
と
な
る
脳

・
心
臓
疾
患
の
早
期
発
見
に
は
︑

点
呼
時
の
血
圧
測
定
が
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
新
た
に
﹁
血
圧
計

導
入
助
成
事
業
﹂
を
開
始
し
︑
１

１
１
９
台
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た

ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た

め
の
﹁
セ
ル
フ
ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー

ト
﹂
を
作
成
す
る
な
ど
︑
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
等
へ
の
血
圧
計
導
入
活

用
の
普
及
促
進
を
図
っ
た
︒

・ 

ま
た
︑
恒
久
的
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
支

出
に
よ
る
定
期
健
康
診
断
の
受
診

促
進
と
併
せ
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
定
期
健
康
診
断
後
の

フ
ォ
ロ
ー
か
ら
事
後
措
置
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
構
築
し
た
﹁
運
輸

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂
の
本

格
的
運
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
︑

そ
の
普
及
に
向
け
﹁
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂
活
用
及
び
﹁
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
15
協
会
で
延

べ
15
回
開
催
し
︑
５
５
１
名
が
受
講

し
た
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
受
検
者
３
万
２
８
４
９
名

に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

② 

健
康
状
態
に
起
因
す
る
事
故
及
び
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

・ ﹁
過
労
死
等
防
止
・
健
康
起
因
事

故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
﹂
等
を
通
じ
︑

健
康
起
因
事
故
防
止
対
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
︑
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
強
化
に
つ
い
て
普
及
・
啓
発

を
図
っ
た
︒

③ 

労
働
災
害
防
止
、
荷
主
対
策
の
推

進
・ 

荷
主
先
を
含
め
た
労
働
災
害
の
発

生
状
況
等
の
実
態
を
調
査
・
分

析
︑
把
握
す
る
た
め
︑
陸
上
貨
物

運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
等

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
︑
第
13

次
労
働
災
害
防
止
計
画
（
２
０
１

８
～
２
０
２
２
年
）
を
踏
ま
え
た
労

働
災
害
防
止
を
図
る
た
め
﹁
陸
上

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
荷
役
作

業
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

の
周
知
・
徹
底
を
図
っ
た
︒

・ 

ま
た
︑
国
土
交
通
省
及
び
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
共
同
事
務
局
と

な
り
設
置
し
た
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
等
が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ
ク
の

あ
り
方
検
討
会
﹂
の
取
り
ま
と
め

結
果
を
公
表
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
キ
ャ

ビ
ン
︑
荷
台
等
か
ら
の
墜
落
・
転

落
防
止
に
有
効
な
設
備
︑
装
置
等

に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
い
︑
労

災
事
故
防
止
対
策
の
よ
り
具
体
的

な
取
り
組
み
を
啓
発
し
た
︒

④ 

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
、
道
の
駅

に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
・

拡
充

・ 

道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け
た

要
望
の
一
つ
と
し
て
︑
自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会（
平

成
30
年
11
月
20
日
）︑
公
明
党
ト
ラ

ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
（
同
年
10

月
31
日
）︑
自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進

・
道
路
調
査
会（
同
年
12
月
４
日
）

な
ど
に
お
い
て
︑
ま
た
国
土
交
通

省
の
池
田
豊
人
道
路
局
長
に
対
し
て

（
同
年
11
月
20
日
）︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
及
び
道
の
駅
に
お
け
る
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
強
力
に
要

望
し
た
︒

・ 

全
国
道
路
利
用
者
会
議
と
連
携
を

図
り
︑
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た

渋
滞
箇
所
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
改
善

箇
所
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

踏
ま
え
て
国
土
交
通
省
等
に
改
善

の
要
望
を
行
っ
た
結
果
︑
国
土
交

通
省
で
は
30
年
度
に
お
い
て
︑
渋

滞
対
策
を
全
国
46
か
所
で
︑
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
を
全
国
43
か
所
で

実
施
し
た
︒

・ 

全
国
道
路
利
用
者
会
議
等
が
主
催

し
た
﹁
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り

を
求
め
る
全
国
大
会
﹂（
平
成
30
年

11
月
９
日
）
に
お
い
て
︑
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
︑﹁
道
の
駅
﹂
な
ど
の
機
能
強

化
に
つ
い
て
も
決
議
さ
れ
た
︒

⑤ 

フ
ェ
リ
ー
利
用
等
の
推
進
に
向
け
た
対

策
・ 

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
労
働
環
境

を
改
善
す
る
た
め
︑
フ
ェ
リ
ー
等
利

用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
︑
フ
ェ
リ
ー

等
利
用
に
対
す
る
補
助
・
助
成
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
︑
平
成
31
年
度

税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
要
望

項
目
の
一
つ
と
し
て
︑
関
係
省
庁
及

び
与
党
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望

を
行
っ
た
︒

⑸ 

高
速
道
路
通
行
料
金
の

大
口
・
多
頻
度
割
引
最

大
50
％
の
継
続
・
恒
久

化
、
割
引
制
度
の
充
実

及
び
更
な
る
高
速
道
路

の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
た
諸
対
策
の
実
現

① 

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の

継
続
・
恒
久
化
及
び
更
な
る
割
引

制
度
の
充
実

・ 

高
速
道
路
料
金
に
関
し
て
は
特
に
︑

平
成
30
年
度
末
（
平
成
31
年
３
月

末
）
で
期
限
を
迎
え
る
大
口
・
多

頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継
続
・
恒

久
化
に
つ
い
て
︑
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
（
平
成

30
年
11
月
20
日
）︑
公
明
党
ト
ラ
ッ

ク
問
題
議
員
懇
話
会
（
同
年
10
月

31
日
）︑
自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・

道
路
調
査
会
（
同
年
12
月
４
日
）

等
を
通
じ
て
︑
政
府
与
党
の
国
会

議
員
に
対
し
強
力
に
要
望
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
︑
国
土
交
通

省
の
池
田
豊
人
道
路
局
長
に
対
し

て
も
要
望
を
行
っ
た
（
同
年
11
月

20
日
）︒

・ 

そ
の
結
果
︑
平
成
31
年
２
月
７
日

に
成
立
し
た
平
成
30
年
度
第
２
次

補
正
予
算
に
お
い
て
１
０
９
億
円
が

措
置
さ
れ
︑
自
動
車
運
送
事
業
者

の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対
象

に
︑
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50

％
が
平
成
31
年
度
末
（
２
０
２
０

年
３
月
末
）
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
︒

② 

全
国
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
積

極
的
な
整
備
の
推
進
及
び
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
の
解
消

③ 

高
速
道
路
に
お
け
る
暫
定
２
車
線
の

４
車
線
化
な
ど
安
全
対
策
の
推
進

や
渋
滞
対
策
の
推
進

④ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用
し
た
物
流
対

策
・ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員

連
盟
総
会
︑
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問

題
議
員
懇
話
会
︑
自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ

推
進
・
道
路
調
査
会
に
お
い
て
︑

ま
た
池
田
豊
人
道
路
局
長
に
対
し

て
︑
道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
た
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
て
︑

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

推
進
及
び
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
暫
定
２

車
線
の
４
車
線
化
な
ど
安
全
対
策

の
推
進
や
渋
滞
対
策
の
推
進
︑
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
に
つ
い
て
も
要
望
し
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
は
平
成
31
年
３
月
８

日
︑
高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区

間
の
一
部
（
全
国
16
区
間
︑
計
85

㌔
㍍
）
に
つ
い
て
︑
財
政
投
融
資

を
活
用
し
て
４
車
線
化
等
を
実
施

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
で
は
平
成
30
年
８
月

29
日
︑
ト
ラ
ッ
ク
等
の
運
行
管
理

の
効
率
化
を
図
る
た
め
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２

・
０
を
搭
載
し
た
車
両
の
走
行
位

置
や
急
ブ
レ
ー
キ
等
の
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
﹁
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
両

運
行
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
本

格
導
入
す
る
こ
と
を
発
表
し
︑（
一

財
）
道
路
新
産
業
開
発
機
構
を
デ

ー
タ
配
信
事
業
者
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対
象
に
︑

高
速
道
路
か
ら
一
時
退
出
し
て
﹁
道

の
駅
﹂
で
休
憩
等
し
た
後
高
速
道

路
に
再
流
入
し
た
場
合
で
も
︑
料

金
は
高
速
道
路
を
利
用
し
た
ま
ま

と
す
る
措
置
に
つ
い
て
︑
引
き
続
き

平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
︑
全
国

20
か
所
の
﹁
道
の
駅
﹂
で
実
験
が

行
わ
れ
た
︒

⑹ 

参
入
基
準
の
厳
格
化
等

規
制
緩
和
の
見
直
し
の

促
進

① 

参
入
基
準
の
厳
格
化
等
規
制
緩
和

の
見
直
し
の
促
進

・ 

前
記
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
改
正
に
よ
り
︑
規
制
の
適
正
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
欠
格

期
間
の
延
長
等
法
令
に
違
反
し
た

者
の
参
入
の
厳
格
化
や
許
可
の
基

準
の
明
確
化
︑
約
款
の
認
可
基
準

の
明
確
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
︒

⑺ 

新
技
術
を
活
用
し
た
物

流
の
効
率
化
等
の
推
進

① 

自
動
運
転
・
隊
列
走
行
の
対
応

・ 

国
の
先
進
安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）

推
進
計
画
及
び
隊
列
走
行
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
に
参
画
す
る
な

ど
︑
よ
り
安
全
性
の
高
い
自
動
車

運
転
技
術
の
普
及
等
に
取
り
組
ん

だ
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
生
産
性
向
上

等
に
資
す
る
自
動
運
転
・
隊
列
走

行
な
ど
新
技
術
を
活
用
し
た
物
流

の
効
率
化
等
の
推
進
に
つ
い
て
関
係

機
関
等
と
連
携
し
つ
つ
︑
ト
ラ
ッ
ク

業
界
と
し
て
の
要
望
活
動
を
展
開

し
た
︒

② 

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

・ 

国
土
交
通
省
が
設
置
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
用
い
た
適
切
か
つ
効
率
的
な
運

行
管
理
の
促
進
に
つ
い
て
検
討
す
る

﹁
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
に
参

画
し
︑
過
労
運
転
と
安
心
経
営
の

た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
に
取
り
組
む
な
ど
︑
Ｉ
Ｔ
化

の
推
進
に
努
め
た
︒

・ 

業
務
の
効
率
化
を
図
り
人
材
不
足

に
対
応
す
る
た
め
︑
平
成
25
年
度

に
実
施
し
た
中
小
事
業
者
が
求
め

る
Ｉ
Ｔ
機
器
類
実
態
調
査
に
基
づ

き
︑
事
例
集
を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
︑
導
入
支
援
を

図
っ
た
︒

・ 

中
小
事
業
者
の
情
報
化
支
援
を
図

る
た
め
︑﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ

ー
～
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
性
の

向
上
～
﹂
を
19
協
会
で
開
催
し
︑

経
営
者
︑
シ
ス
テ
ム
担
当
者
ら
５

７
４
名
が
参
加
し
た
︒
セ
ミ
ナ
ー

で
は
︑
Ｉ
Ｔ
導
入
成
功
事
例
の
ほ

か
︑
自
社
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
方
法
︑
改
正
個
人
情
報

保
護
法
︑
最
近
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
に

つ
い
て
紹
介
し
た
︒

・ 

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
Ｉ
Ｔ

機
器
導
入
に
係
る
各
種
助
成
制
度

や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
情
報
を

掲
載
し
︑
周
知
を
図
っ
た
︒

③ 

中
継
輸
送
及
び
共
同
輸
配
送
の
対
応

・ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で
は
︑
新
東

名
高
速
道
路
の
浜
松
Ｓ
Ａ
下
り
線

敷
地
内
に
︑
中
継
物
流
拠
点
﹁
コ

ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
﹂
を
設
置
し
︑

平
成
30
年
10
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
た
︒
機
関
紙
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂

に
お
い
て
︑﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜

松
﹂
の
概
要
や
同
拠
点
を
利
用
し

て
中
継
輸
送
を
実
施
し
て
い
る
事

業
者
の
好
事
例
を
掲
載
し
︑
周
知

を
図
っ
た
︒

・ 

中
継
輸
送
の
方
式
や
取
り
組
み
の

ヒ
ン
ト
︑
都
市
内
共
配
の
促
進
等

を
示
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
解
説
書
﹂
を
周
知

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
配
布
・
説
明

し
︑
周
知
を
図
っ
た
︒

【
重
点
施
策
】

⑴ 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡

素
化
・
軽
減
の
実
現

① 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽

減
の
実
現

② 

軽
油
引
取
税
の
旧
暫
定
税
率
の
廃

止
等
税
負
担
の
軽
減

・ 

平
成
31
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に

関
す
る
要
望
項
目
に
つ
い
て
は
︑
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
の
要

望
事
項
を
基
に
︑
第
６
回
税
制
委

員
会
（
平
成
30
年
６
月
５
日
）︑
第

１
７
５
回
理
事
会（
同
年
６
月
７
日
）

の
承
認
を
得
て
決
定
し
た
︒
要
望

項
目
は
以
下
の
と
お
り
︒

［
Ⅰ
］
一
般
情
勢

事
業
活
動
の
概
要

［
Ⅱ
］
事
業
活
動

１面に関連

平
成
30
年
度 

事
業
報
告
書

公
益
社
団
法
人 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
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︿
税
制
改
正
関
連
﹀

１  
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽

減
の
実
現

⑴ 
一
般
財
源
化
に
よ
り
課
税
根
拠

を
失
っ
た
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て

旧
暫
定
税
率
廃
止

⑵
自
動
車
税
の
引
下
げ

⑶ 

自
動
車
税
に
お
け
る
営
自
格
差

見
直
し
反
対

⑷ 

自
動
車
重
量
税
の
道
路
特
定
財

源
化

２  

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
延
長

３  

特
例
措
置
の
延
長

⑴ 

自
動
車
重
量
税
・
自
動
車
取
得

税
の
エ
コ
カ
ー
減
税
の
延
長

⑵ 

自
動
車
取
得
税
の
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先

進
安
全
自
動
車
）
特
例
措
置
の

延
長

⑶ 

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

の
延
長

⑷ 

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
延

長
⑸ 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
農
林
水

産
業
活
性
化
税
制
の
延
長

⑹ 

中
小
企
業
・
協
同
組
合
等
の
法

人
税
率
の
特
例
措
置
の
延
長

⑺ 

中
小
企
業
・
協
同
組
合
等
の
貸

倒
引
当
金
の
特
例
措
置
の
延
長

⑻ 

低
公
害
車
の
燃
料
等
供
給
設
備

に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措

置
の
延
長

４  

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
運
営
す
る
地
域

防
災
・
災
害
対
策
関
連
施
設
等
に

つ
い
て
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

の
適
用

︿
予
算
関
連
﹀

１  

高
速
道
路
料
金
の
更
な
る
引
下
げ

⑴ 

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％

の
継
続
・
恒
久
化

⑵ 

多
様
な
料
金
・
割
引
制
度
の
設

定
⑶ 

本
四
高
速
に
お
け
る
割
引
制
度

の
拡
充

２  

働
き
方
改
革
実
現
の
た
め
の
諸
対

策
に
係
る
補
助
・
助
成
の
拡
充

３  

道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け
た

諸
施
策
の
実
現

⑴ 

﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
に
お
け
る

機
能
強
化
の
推
進
︑
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進
及

び
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消

⑵ 

安
全
対
策
の
推
進

⑶ 

渋
滞
対
策
の
推
進

⑷ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

⑸ 

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
本
格

展
開
︑
隊
列
走
行
・
自
動
運
転

の
推
進
等
物
流
効
率
化
の
た
め

の
取
り
組
み
推
進

⑹ 

高
速
道
路
と
民
間
施
設
を
直
結

す
る
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
制
度
及
び
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の

活
用
等
に
よ
る
中
継
輸
送
の
推

進
⑺ 

冬
期
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確

保

４  

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
︑
道
の

駅
に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
及
び
整
備
・
拡
充

５  

環
境
対
策
及
び
省
エ
ネ
対
策
の
た

め
の
補
助

⑴ 

石
油
石
炭
税
の
﹁
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
の
課
税
の
特
例
﹂

に
係
る
補
助
の
継
続

⑵ 

天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
に

係
る
補
助

６ 

交
通
安
全
対
策
の
た
め
の
補
助

⑴ 

Ａ
Ｓ
Ｖ
関
連
機
器
の
導
入
に
対

す
る
補
助
の
拡
充

⑵ 

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
︑
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
運
行
管

理
支
援
機
器
の
導
入
に
対
す
る

補
助
の
継
続
及
び
拡
充

７  

フ
ェ
リ
ー
等
利
用
に
対
す
る
補
助

・
助
成
制
度
の
創
設

８  

下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現

・ 

要
望
活
動
に
つ
い
て
は
︑
政
府
与
党

の
国
会
議
員
に
対
し
︑
日
本
自
動

車
会
議
所
や
自
動
車
税
制
改
革
フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
関
係
団
体
と
協
調

し
て
積
極
的
に
陳
情
活
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
︑
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
（
平
成

30
年
11
月
20
日
）
及
び
公
明
党
ト

ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
（
同
年

10
月
31
日
）
な
ど
に
お
い
て
も
強

力
に
要
望
し
た
︒

・ 

税
制
改
正
の
結
果
に
つ
い
て
は
︑
政

府
に
お
い
て
平
成
31
年
度
税
制
改

正
大
綱
を
平
成
30
年
12
月
21
日
に

閣
議
決
定
し
︑
税
制
改
正
関
連
法

案
は
平
成
31
年
３
月
27
日
に
国
会

で
成
立
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
関
係
す
る
主
な
内
容
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
っ
た
︒

・ 

車
両
総
重
量
３
・
５
㌧
以
上
の
普

通
貨
物
自
動
車
も
対
象
と
な
る﹁
中

小
企
業
投
資
促
進
税
制
﹂
に
つ
い

て
は
︑
適
用
期
限
が
２
年
間
延
長

さ
れ
た
︒

・ 

自
動
車
取
得
税
廃
止
後
に
導
入
さ

れ
る
自
動
車
税
環
境
性
能
割
に
つ

い
て
は
︑
平
成
28
年
度
税
制
改
正

で
決
定
し
た
燃
費
基
準
の
達
成
状

況
に
応
じ
た
課
税
の
枠
組
み
が
維

持
さ
れ
た
︒

・ 

自
動
車
税
に
お
け
る
営
自
格
差
は

堅
持
さ
れ
た
︒

・ 

自
動
車
重
量
税
・
自
動
車
取
得
税

の
エ
コ
カ
ー
減
税
に
つ
い
て
は
︑
適

用
要
件
及
び
措
置
内
容
を
見
直
し

た
上
で
︑
自
動
車
重
量
税
は
２
年

間
︑
自
動
車
取
得
税
は
６
か
月
間

（
＝
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
ま
で
）

延
長
さ
れ
た
︒

・ 

自
動
車
取
得
税
の
Ａ
Ｓ
Ｖ
特
例
措

置
に
つ
い
て
は
︑
適
用
期
限
が
６
か

月
間
（
＝
自
動
車
取
得
税
の
廃
止

ま
で
）
延
長
さ
れ
た
︒
な
お
︑
自

動
車
税
環
境
性
能
割
に
お
い
て
も
︑

適
用
要
件
及
び
措
置
内
容
を
見
直

し
た
上
で
２
０
２
１
年
３
月
31
日
ま

で
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
︒

・ 

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
︑

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
︑
中
小

企
業
・
協
同
組
合
等
の
法
人
税
率

の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
︑
適
用
期

限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
た
︒

・ 

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
基
づ
き
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関
係
す
る

税
制
の
基
礎
知
識
や
内
容
を
取
り

ま
と
め
た
﹁
平
成
30
年
度
版
ト
ラ

ッ
ク
税
制
の
基
礎
知
識
﹂
を
作
成

し
︑
配
布
し
た
︒

⑵ 

燃
料
費
対
策
等
の
推
進

① 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援

助
成
事
業
及
び
燃
料
費
対
策
特
別

融
資
の
実
施

・ 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援

助
成
事
業
と
し
て
︑
自
家
用
燃
料

供
給
施
設
（
燃
料
タ
ン
ク
）
の
新

設
又
は
増
設
を
行
う
事
業
者
に
対

し
助
成
を
行
っ
た
︒
助
成
実
績
は
︑

新
設
92
件
︑
増
設
７
件
︑
合
計
99

件
︑
94
百
万
円
で
あ
っ
た
︒

・ 

燃
料
費
対
策
と
し
て
︑
中
央
近
代

化
基
金﹁
燃
料
費
対
策
特
別
融
資
﹂

を
実
施
し
た
︒
公
募
枠
40
億
円
に

対
し
て
︑
推
薦
決
定
１
１
８
件
１
９

２
９
百
万
円
で
あ
っ
た
︒

② 

石
油
製
品
価
格
動
向
調
査
の
実
施

・ 

石
油
製
品
価
格
の
動
向
の
全
国
調

査
︑
石
油
製
品
の
需
給
動
向
や
価

格
の
変
動
要
因
に
つ
い
て
分
析
を
実

施
し
た
︒

③ 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
積
極
的

な
促
進

・ 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
関
す
る
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
も
記
載
し

た
﹁
原
価
計
算
活
用
テ
キ
ス
ト
﹂

を
各
都
道
府
県
で
開
催
し
た
﹁
原

価
計
算
活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂
で
配
布

し
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
意

義
や
荷
主
と
の
交
渉
方
法
等
に
つ
い

て
説
明
す
る
な
ど
会
員
事
業
者
に

周
知
を
図
っ
た
︒

⑶ 

環
境
・
省
エ
ネ
対
策
の

推
進　

① 

新
・
環
境
基
本
行
動
計
画
の
推
進

・ ﹁
新
・
環
境
基
本
行
動
計
画
﹂
を

踏
ま
え
︑
先
進
環
境
対
応
車
の
導

入
の
促
進
︑
車
両
の
大
型
化
等
輸

送
の
効
率
化
な
ど
︑
環
境
啓
発
活

動
を
推
進
し
た
︒

・ 

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
主
唱
す

る
﹁
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
﹂
に

自
主
的
に
参
加
し
︑﹁
新
・
環
境
基

本
行
動
計
画
﹂
の
内
容
に
沿
っ
て
︑

２
０
２
０
年
度
を
目
標
と
す
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
取
り
組
む
な
ど
︑
一

層
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
問
題

を
は
じ
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
に
的

確
に
対
応
し
た
︒

・ 

平
成
30
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た﹁
改

正
省
エ
ネ
法
﹂（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
）

に
関
し
︑
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
﹁
準
荷
主
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
策
定
に
参
画
す
る
と
と
も

に
︑
そ
の
啓
発
に
努
め
た
︒

② 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
に
向
け
た
Ｅ
Ｍ

Ｓ
機
器
等
の
導
入
及
び
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
支
援
機
器
の
普
及
促
進

・ 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
を
図
る
た

め
︑
燃
料
消
費
量
の
削
減
効
果
が

高
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ
機
器
等
の
普
及
促
進

を
図
る
と
と
も
に
︑
荷
主
と
の
連

携
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策
に
資
す
る

た
め
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
の

普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
︒

・ 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
支
援
機
器

と
し
て
︑
ヒ
ー
タ
ー
４
５
８
台
︑
ク

ー
ラ
ー
３
３
８
台
の
導
入
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
業
界
と
し
て
16
か
所
目

と
な
る﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂と
し
て
︑

香
川
県
綾
歌
郡
綾
川
町
滝
宮
財
産

区
有
林
（
綾
川
町
滝
宮
字
藤
尾
）

で
植
樹
式
を
実
施
し
た
︒

③ 

Ｎ
Ｇ
Ｖ
等
環
境
対
応
車
の
普
及
促

進
・ 

環
境
対
応
車
導
入
促
進
事
業
と
し

て
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
１
８
２
台
︑
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
１
１
０
３
台
に
対
す
る
助

成
を
行
っ
た
︒

④ 

温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
還
付
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
地
球
温

暖
化
対
策
税
の
代
替
と
し
て
︑
環

境
省
・
経
済
産
業
省
と
国
土
交
通

省
の
平
成
30
年
度
の
連
携
事
業
と

し
て
︑
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
関
係

者
に
周
知
し
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
に

努
め
た
︒

︻
環
境
省
関
連
事
業
︼

◎ 

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク

普
及
加
速
化
事
業29

億
６
千
万
円 

◎ 

先
進
環
境
対
応
ト
ラ
ッ
ク
等
導

入
加
速
事
業 
６
億
円

︻
経
済
産
業
省
関
連
事
業
︼

◎ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
省
エ
ネ

化
推
進
事
業 

26
億
１
千
万
円

⑷ 

適
正
化
事
業
等
の
推
進
に

よ
る
法
令
遵
守
の
徹
底

① 

事
故
防
止
・
安
全
対
策
等
の
指
導

内
容
の
充
実
強
化
及
び
事
業
者
・

運
行
管
理
者
等
に
対
す
る
指
導
・

啓
発
の
推
進

・ 

平
成
30
年
４
月
に
改
正
し
た
﹁
巡

回
指
導
の
指
針
﹂
及
び
﹁
巡
回
指

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
に
基
づ
き
︑
新
規

事
業
者
︑
総
合
評
価
の
低
い
事
業

者
な
ど
指
導
の
必
要
性
が
高
い
事

業
者
に
重
点
を
置
い
て
巡
回
指
導

を
実
施
し
︑
法
令
遵
守
の
徹
底
に

つ
い
て
指
導
・
啓
発
を
図
っ
た
︒
巡

回
指
導
は
︑
全
国
で
２
万
６
７
９
９

件
（
事
業
所
）
実
施
し
︑
総
合
評

価
は
︑
評
価
の
良
い
Ａ
・
Ｂ
評
価

の
割
合
が
前
年
度
比
３
・
３
ポ
イ

ン
ト
増
の
61
・
２
％
︑
逆
に
評
価

の
悪
い
Ｄ
・
Ｅ
評
価
は
前
年
度
比
２

・
０
ポ
イ
ン
ト
減
の
10
・
５
％
と

改
善
し
た
︒

・ 

速
報
制
度
に
基
づ
く
速
報
68
件
︑

新
規
巡
回
１
０
２
６
件
︑
労
基
特

別
巡
回
７
８
１
件
と
︑
運
輸
支
局

と
連
携
し
て
円
滑
か
つ
効
果
的
な

指
導
を
行
っ
た
︒

・ 

巡
回
指
導
を
通
じ
て
︑
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
及
び

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
保
険
）
の
未
加
入
事
業
者
に
対

し
︑
社
会
保
険
制
度
に
関
す
る
周

知
を
図
る
と
と
も
に
加
入
の
徹
底
に

つ
い
て
的
確
な
指
導
を
行
っ
た
︒
未

加
入
率
は
︑
労
働
保
険
が
前
年
度

比
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の
４
・
２

％
︑
社
会
保
険
が
２
・
１
ポ
イ
ン

ト
減
の
８
・
６
％
と
着
実
に
改
善

し
た
︒

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
の
専
任
化
及

び
要
員
の
確
保
に
つ
い
て
指
導
し
︑

運
営
体
制
の
維
持
・
強
化
に
努
め

た
︒
平
成
30
年
度
末
現
在
の
適
正

化
事
業
指
導
員
は
︑
専
任
指
導
員

３
５
１
名
︑
兼
任
指
導
員
80
名
︑

合
計
４
３
１
名
と
な
っ
て
お
り
︑
専

任
指
導
員
定
数
３
４
６
名
に
対
し

て
専
任
者
率
１
０
１
・
４
％
と
な
っ

た
︒

② 

安
全
性
評
価
事
業（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）

の
積
極
的
な
推
進
及
び
普
及
促
進

策
の
実
施

・ 

平
成
30
年
度
安
全
性
評
価
事
業
に

お
い
て
は
︑
全
国
か
ら
７
５
１
６
事

業
所
の
申
請
を
受
付
け
︑
７
３
６
２

事
業
所
を
認
定
し
た
︒
既
存
の
認

定
事
業
所
と
併
せ
て
︑
平
成
30
年

度
末
現
在
︑
全
国
で
２
万
５
２
２
７

事
業
所（
全
事
業
所
の
29
・
５
％
）

が
﹁
安
全
性
優
良
事
業
所
﹂
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携

し
︑
新
た
に
22
台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト

ラ
ッ
ク
を
走
行
さ
せ
た
︒
継
続
し
て

走
行
し
て
い
る
も
の
及
び
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
自
主
的
に
走

行
さ
せ
た
も
の
を
合
わ
せ
︑
２
０
１

台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
認
知
度
ア
ッ
プ

を
図
っ
た
︒

・ 

東
名
高
速
道
路
の
海
老
名
Ｓ
Ａ
に

お
い
て
︑
平
成
30
年
７
～
８
月
の

間
︑
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
た
（
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
１
基
︑
テ

ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
80
枚
︑
ポ
ス
タ

ー
22
枚
）︒
な
お
︑
こ
の
期
間
に
併

せ
て
一
般
消
費
者
等
に
向
け
た
Ｗ

ｅ
ｂ
に
よ
る
Ｇ
マ
ー
ク
認
知
度
調

査
を
実
施
し
た
︒
Ｇ
マ
ー
ク
の
意

味
を
知
っ
て
い
た
の
は
︑
調
査
全
体

で
は
46
・
１
％
︑
一
般
の
方
は
29
・

９
％
で
あ
っ
た
︒

・ 

荷
主
企
業
向
け
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の

Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
︑
２

１
８
の
中
央
荷
主
団
体
へ
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
︑

傘
下
荷
主
企
業
に
お
け
る
Ｇ
マ
ー

ク
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
要
請
を
行

っ
た
︒
ま
た
︑
地
方
実
施
機
関
本

部
長
へ
地
域
の
荷
主
団
体
や
企
業

に
対
す
る
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
普
及

啓
発
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
︒

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
つ
い
て
︑
次
の
と
お
り
実
施
し

た
︒

ⅰ 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
行
う
一

部
助
成
事
業
に
関
し
て
優
遇
措
置

（
特
別
研
修
受
講
料
助
成
金
の
増

額
︑
Ｉ
Ｔ
点
呼
に
使
用
す
る
携
帯

型
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
助
成
︑

経
営
診
断
助
成
金
の
増
額
︑
経
営

改
善
相
談
助
成
金
の
増
額
）
を
設

け
た
︒

ⅱ 
国
土
交
通
省
と
の
連
携
に
よ
り
優

遇
措
置（
違
反
点
数
の
早
期
消
去
︑

Ｉ
Ｔ
点
呼
等
の
優
遇
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト

ラ
ッ
ク
等
の
補
助
条
件
の
緩
和
︑

安
全
性
優
良
事
業
所
表
彰
︑
基
準

緩
和
自
動
車
の
有
効
期
間
の
延

長
）
が
実
施
さ
れ
た
︒

ⅲ 

一
部
の
損
害
保
険
会
社
及
び
交
通

共
済
に
お
い
て
︑
Ｇ
マ
ー
ク
事
業

所
に
対
す
る
保
険
料
割
引
が
実
施

さ
れ
た
︒

・ 

優
遇
措
置
が
な
い
損
害
保
険
会
社

及
び
交
通
共
済
に
対
し
︑
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
へ
の
保
険
料
金
割
引
制

度
の
導
入
検
討
に
つ
い
て
要
請
を
行

っ
た
︒

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
の
﹁
有
効
期

限
切
れ
﹂
や
﹁
廃
車
時
﹂
の
剥
離

の
徹
底
等
︑
ス
テ
ッ
カ
ー
の
適
正

な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
︑
申
請

案
内
ポ
ス
タ
ー
や
申
請
案
内
︑
認

定
事
業
所
へ
の
印
刷
物
を
用
い
て

広
報
啓
発
し
た
︒

③ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
係
る
研
修

事
業
の
充
実
並
び
に
更
な
る
資
質

の
向
上

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
対
す
る
全

国
研
修
に
つ
い
て
は
︑
実
践
的
な

内
容
で
﹁
巡
回
指
導
の
指
針
﹂
及

び
﹁
巡
回
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
の
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
︑
専
門
的
知

識
の
習
得
を
図
っ
た
︒
初
級
研
修

（
平
成
30
年
４
月
︑
10
月
）
で
は

調
査
手
法
の
基
礎
的
知
識
の
習
得

を
図
り
︑
専
門
研
修
（
平
成
30
年

９
月
）
で
は
模
擬
巡
回
指
導
に
よ

り
評
価
手
法
の
均
一
化
を
図
っ
た
︒

ま
た
︑
特
別
研
修
（
平
成
30
年
11

月
）
で
は
グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ
り

新
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
巡
回
指
導

の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
︑
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
平
成

31
年
１
月
）
で
は
労
基
特
別
巡
回

指
導
の
調
査
方
法
の
習
得
を
図
る

な
ど
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
を
設
定

し
実
施
し
た
︒

・ 

官
民
合
同
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
適
正

化
事
業
指
導
員
研
修
を
実
施
し
︑

行
政
と
情
報
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
︑
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て
討

議
を
行
っ
た
︒

・ 

小
規
模
グ
ル
ー
プ
研
修
に
お
い
て

は
︑
指
導
員
の
判
断
に
差
異
が
生

じ
や
す
い
指
導
項
目
に
つ
い
て
︑

模
擬
巡
回
指
導
や
グ
ル
ー
プ
討
議

を
通
じ
て
評
価
手
法
の
均
一
化
を

推
進
し
た
︒

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
の
知
識
や
技

能
の
﹁
見
え
る
化
﹂
を
目
指
し
︑

運
行
管
理
者
資
格
の
取
得
を
積
極

的
に
推
進
し
た
︒
平
成
30
年
度
に

お
い
て
は
︑
26
名
が
受
験
し
︑
25

名
が
合
格
し
た
（
合
格
率
96
・
２

％
）︒
な
お
︑
平
成
31
年
３
月
末

現
在
︑
運
行
管
理
者
資
格
を
有
し

て
い
る
適
正
化
事
業
指
導
員
は
２

６
８
名
（
兼
任
を
含
む
全
指
導
員

の
62
・
２
％
）
と
な
っ
た
︒

④ 

車
両
及
び
道
路
通
行
等
諸
規
制
の

緩
和
要
望
の
推
進

⑴ 

特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す
る
諸
課

題
の
改
善
に
向
け
︑
平
成
30
年
12

月
20
日
に
﹁
特
殊
車
両
通
行
許
可

制
度
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
国
土

交
通
省
道
路
局
長
へ
提
出
し
︑
国

土
交
通
省
道
路
局
と
の
意
見
交
換

等
を
重
ね
た
結
果
︑
次
の
と
お
り

対
策
等
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
︒

・ 

バ
ン
型
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
の
長
さ
に
つ

い
て
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
運

用
に
合
わ
せ
て
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連

結
車
の
車
両
長
の
限
度
が
21
㍍
か

ら
25
㍍
に
緩
和
さ
れ
た
（
平
成
31

年
１
月
29
日
よ
り
実
施
）︒

・ 

片
側
１
車
線
の
分
離
道
路
の
通
行

条
件
に
つ
い
て
︑
同
じ
車
道
幅
員
の

非
分
離
道
路
と
同
等
の
Ａ
条
件
と

な
る
よ
う
基
準
が
緩
和
さ
れ
た（
平

成
31
年
１
月
29
日
よ
り
実
施
）︒

・ 

自
動
車
運
搬
用
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連

結
車
に
つ
い
て
︑
リ
ヤ
オ
ー
バ
ー
ハ

ン
グ
の
見
直
し
に
よ
り
車
両
長
が

最
大
18
・
０
㍍
に
︑
積
載
物
の
は

み
出
し
の
長
さ
が
１
・
０
㍍
以
下

と
す
る
新
た
な
基
準
が
設
定
さ
れ
た

（
平
成
31
年
１
月
29
日
よ
り
実
施
）︒

・ 

特
車
ゴ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
︑
同
一
軸

種
の
単
車
及
び
ト
ラ
ク
タ
の
複
数

台
の
包
括
申
請
が
可
能
と
な
っ
た

（
平
成
31
年
３
月
25
日
よ
り
実
施
）︒

・ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
証
の
電
子
媒

体
で
の
携
行
可
能
︑
優
良
事
業
者

の
許
可
有
効
期
間
の
延
長
（
２
年

↓
４
年
︑
１
年
↓
２
年
）︑
高
速
道

路
会
社
と
の
国
の
許
可
情
報
の
共

有
化
に
よ
る
取
締
り
時
の
許
可
確

認
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
実
施
）︒

⑵ 

平
成
24
年
３
月
21
日
に
国
土
交
通

省
自
動
車
局
長
に
要
望
し
た
道
路

運
送
車
両
法
保
安
基
準
（
基
準
緩

和
車
両
）
に
お
け
る
幅
広
貨
物
の

複
数
枚
積
載
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

の
結
果
︑
次
の
通
り
緩
和
さ
れ
た

（
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
実
施
）︒

・ 

幅
広
ト
レ
ー
ラ
を
使
用
し
︑
セ
ミ

ト
レ
ー
ラ
一
般
に
対
す
る
保
安
基

準
の
規
定
値
で
あ
る
車
両
総
重
量

28
㌧
（
構
造
に
よ
り
36
㌧
）
を
超

え
な
い
範
囲
で
幅
広
貨
物
の
複
数

積
載
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
平
成
31
年
３
月
１
日
よ
り
実
施
）︒

⑶ 

制
限
外
積
載
許
可
に
つ
い
て
︑
平

成
30
年
７
月
26
日
の
警
察
庁
交
通

局
に
対
す
る
要
望
と
意
見
交
換
の

結
果
︑次
の
通
り
緩
和
さ
れ
た
（
平

成
31
年
２
月
14
日
よ
り
実
施
）︒

・ 

許
可
期
間
に
つ
い
て
︑
原
則
と
し
て

３
か
月
以
内
か
ら
﹁
原
則
と
し
て

１
年
以
内
﹂
に
延
長
さ
れ
た
︒

⑤ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の
遵
守

の
徹
底

・ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の
内
容

や
改
正
点
に
つ
い
て
周
知
す
る
た

め
︑
同
制
度
に
関
す
る
講
習
会
を

全
国
20
か
所
︑
そ
の
他
全
国
の
事

業
者
が
一
斉
に
受
講
で
き
る
Ｔ
Ｖ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
講
習

会
を
４
回
開
催
し
︑
法
令
遵
守
の

徹
底
に
努
め
た
︒

⑸ 

大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
け
る
緊
急
輸
送
体
制

の
確
立

① 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊

急
物
資
輸
送
体
制
の
確
立
及
び
復

興
関
連
申
請
書
手
続
き
の
弾
力
的

運
用

・ 

平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
西
日
本
豪

雨
）（
平
成
30
年
７
月
）
に
際
し
︑

以
下
を
実
施
︒

㋐ 

プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
に
か
か
る
緊
急
物

資
輸
送
車
両
の
手
配
を
実
施

㋑ 

内
閣
府
非
常
災
害
対
策
本
部
緊
急

物
資
輸
送
チ
ー
ム
へ
職
員
を
派
遣

・ 

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
平
成
30

年
９
月
）
に
際
し
︑以
下
を
実
施
︒

㋐ 

プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
に
か
か
る
緊
急
物

資
輸
送
車
両
の
手
配
を
実
施

㋑ 

内
閣
府
非
常
災
害
対
策
本
部
緊
急

物
資
輸
送
チ
ー
ム
へ
職
員
を
派
遣

・ 

関
係
省
庁
が
開
催
す
る
災
害
研
修

等
へ
の
講
師
派
遣
及
び
参
加
︒

　

 

内
閣
府
主
催
：
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
研
修
へ
の
講
師
派
遣
︹
有
明
の

丘
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
施
設

（
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
内
）︺

㋐ 

第
１
回　

平
成
30
年
10
月
３
日

㋑ 

第
２
回　

平
成
31
年
２
月
20
日

㋒ 

参
加
者
：
地
方
自
治
体　

危
機

管
理
担
当
者

・ 

国
土
交
通
省
主
催
の
災
害
物
流
研

修
へ
の
参
加
（
国
土
交
通
大
学
校

柏
研
修
セ
ン
タ
ー
）︒

㋐
平
成
30
年
10
月
２
日
～
５
日

㋑ 

参
加
者
：
都
道
府
県
ト
協
職
員

２
名
︑
全
ト
協
職
員
１
名　

計
３

名
参
加

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け

る
防
災
研
修
会
へ
の
参
加
︒

㋐ 

広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
：
平
成
31

年
２
月
13
日

㋑ 

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
：
平
成
31

年
２
月
22
日

・ 

関
係
行
政
機
関
及
び
指
定
公
共
機

関
が
行
う
研
修
や
訓
練
へ
の
参
加
︒

㋐ 

防
衛
省
主
催
の
部
外
協
同
研
究
へ

の
参
加
：
平
成
30
年
11
月

㋑ 

佐
川
急
便
株
式
会
社
主
催
の
事
業

継
続
・
大
規
模
災
害
訓
練
へ
の
参

加
：
平
成
30
年
11
月

㋒ 

内
閣
府
や
国
土
交
通
省
主
催
の
緊

急
時
を
想
定
し
た
情
報
伝
達
訓
練

へ
の
参
加
：
平
成
30
年
11
月
︑
平

成
31
年
１
月

・ 

緊
急
物
資
輸
送
車
両
へ
の
給
油
施

設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
拡
充
を
図

る
た
め
︑
新
た
に
90
か
所
を
整
備

し
︑全
国
で
５
７
６
か
所
と
な
っ
た
︒

② 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
備
え
た
物

流
専
門
家
の
育
成

・ 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
広

域
的
な
物
資
輸
送
体
制
の
確
立
を

図
る
た
め
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
連
携
し
︑
基
礎
知
識
の
習

得
の
場
を
設
定
す
る
等
に
よ
り
︑

物
流
専
門
家
の
育
成
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
た
︒

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
事
務
局

職
員
に
対
す
る
研
修
を
以
下
の
と

お
り
実
施
︒

㋐ 

平
成
30
年
８
月
８
日
～
10
日
（
愛

知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
中
部
ト
ラ
ッ
ク

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
）

㋑ 

参
加
者
：
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
事
務
局
職
員　

47
名

⑹ 

そ
の
他

① 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の
推

進
と
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

⑴
引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
の
認
定

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
開
始

か
ら
５
年
目
と
な
る
平
成
30
年
度

に
お
い
て
は
︑
新
規
申
請
と
更
新

申
請
の
受
付
を
行
い
︑
平
成
30
年

12
月
17
日
に
68
事
業
者
（
１
４
３

事
業
所
）
が
新
た
に
﹁
引
越
安
心

マ
ー
ク
事
業
者
﹂
と
し
て
認
定
を

受
け
た
︒

・ 

平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
︑
認
定

事
業
者
は
３
２
０
事
業
者
（
１
８
３

８
事
業
所
）
と
な
っ
た
︒

⑵ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の
周

知
活
動

・ ﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
ラ
ッ
ク
を
事
業
者
の
協
力
を
得
て

３
台
作
成
し
︑﹁
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度
﹂（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）

の
周
知
に
努
め
た
︒

・ 

東
京
都
が
行
う
﹁
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

東
京
２
０
１
８
﹂に
出
展
し
︑展
示
︑

チ
ラ
シ
の
配
布
︑
引
越
ク
イ
ズ
の
実

施
な
ど
に
よ
り
︑
直
接
消
費
者
に

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
（
開
催
期
間
：
平

成
30
年
10
月
12
～
13
日
︑
来
場
者

数
：
３
万
８
５
０
０
名
）︒

・ 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

・
リ
ク
エ
ス
ト
﹂
に
お
い
て
︑
引
越

繁
忙
期
特
集
の
放
送
︑
引
越
安
心

マ
ー
ク
の
Ｃ
Ｍ
の
放
送
を
行
っ
た
︒

⑶
輸
送
相
談
窓
口
業
務

・ 

相
談
窓
口
へ
の
相
談
件
数
は
５
２
４

件
（
前
年
比
18
％
増
）︑
う
ち
引

越
優
良
認
定
事
業
者
へ
の
相
談
１
８

６
件
︑
そ
の
他
引
越
に
関
す
る
相

談
２
５
２
件
︑
宅
配
便
に
関
す
る

相
談
60
件
︑
そ
の
他
一
般
貨
物
等

に
関
す
る
相
談
︑
問
い
合
わ
せ
26
件

（
平
成
31
年
３
月
末
現
在
）︒

⑷ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
認
知

度
調
査
の
実
施

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
と
引

越
安
心
マ
ー
ク
に
対
す
る
一
般
消
費

者
の
認
知
度
調
査
を
行
っ
た
（
平

成
30
年
９
月
︑
全
国
15
～
79
歳
の

男
女
を
対
象
）︒﹁
引
越
安
心
マ
ー

ク
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と

が
あ
る
﹂
と
い
う
回
答
は
30
・
５
％

（
前
年
比
１
％
減
）︑﹁
今
後
︑
引

越
す
る
と
し
た
ら
マ
ー
ク
を
参
考

と
す
る
﹂
と
い
う
回
答
は
︑
67
・

５
％
（
前
年
比
５
・
６
％
増
）
で
あ

っ
た
︒

⑸
引
越
講
習
の
実
施

・ 

引
越
基
本
講
習
を
43
回
︑
引
越
事

業
者
優
良
認
定
制
度
の
認
定
要
件

と
な
る
引
越
管
理
者
講
習
を
51
回
︑

計
94
回
の
引
越
講
習
を
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
て
実
施
し
︑
受

講
者
数
は
︑
基
本
講
習
６
１
８
名
︑

管
理
者
講
習
１
２
８
７
名
で
あ
っ
た
︒

⑹
分
散
引
越

・ 

引
越
繁
忙
期
に
お
け
る
引
越
に
つ
い

て
︑
消
費
者
に
対
し
て
分
散
引
越

に
係
る
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
の

﹁
分
散
引
越
に
ご
協
力
を
！
﹂
チ

ラ
シ
を
作
成
し
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
︑
引
越
運
送
事
業
者
︑

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
︑
消
費
者
に

対
し
て
配
布
し
た
︒
ま
た
︑
法
人

に
対
し
て
は
︑
事
業
者
団
体
へ
チ
ラ

シ
を
配
布
し
︑
分
散
引
越
へ
の
協

力
を
要
請
し
︑日
本
商
工
会
議
所
︑

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
へ
は
︑

国
土
交
通
省
担
当
官
と
共
に
直
接

訪
問
し
︑
協
力
要
請
文
︑﹁
分
散

引
越
に
ご
協
力
を
！
﹂
チ
ラ
シ
を

手
渡
し
︑
分
散
引
越
へ
の
協
力
を

要
請
し
た
︒

・ 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

・
リ
ク
エ
ス
ト
﹂
に
て
特
別
番
組

を
放
送
し
︑
分
散
引
越
の
呼
び
か

け
を
行
う
な
ど
︑
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
積
極
的
に
分
散
引
越
の
Ｐ
Ｒ

を
推
進
し
た
︒

② 

標
準
引
越
運
送
約
款
改
正
に
伴
う

事
業
者
及
び
消
費
者
へ
の
周
知

・ 

平
成
30
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
標

準
引
越
運
送
約
款
に
つ
い
て
︑
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
て
消

費
者
へ
の
周
知
活
動
を
推
進
し
た
︒

・ 

平
成
30
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
標

準
引
越
運
送
約
款
に
関
す
る
４
種

類
︑
30
万
５
千
部
の
チ
ラ
シ
︑
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
︑
７
か
所

で
12
回
開
催
し
︑
延
べ
２
６
０
名
が

参
加
し
た
約
款
改
正
説
明
会
︑
９

か
所
で
12
回
開
催
し
︑
延
べ
３
４
４

名
が
参
加
し
た
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度
﹁
お
客
様
対
応
責
任
者

研
修
会
議
﹂︑
引
越
講
習
に
お
い
て

説
明
資
料
と
し
て
使
用
す
る
と
と

も
に
︑
希
望
の
あ
っ
た
協
会
に
対
し

て
配
布
し
た
︒

・ ﹁
引
越
管
理
者
講
習
﹂︑﹁
お
客
様

対
応
責
任
者
研
修
会
議
﹂
等
に
お

い
て﹁
標
準
引
越
運
送
約
款
改
正
﹂

に
つ
い
て
︑
１
時
間
程
度
の
時
間
を

割
き
︑
改
正
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
︑
改
正
に
伴
い
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
等
に
つ
い
て

も
併
せ
て
説
明
し
た
︒

・ 

平
成
31
年
４
月
１
日
の
約
款
の
改

正
に
伴
い
︑
引
越
事
業
者
優
良
認

定
制
度
﹁
お
客
様
対
応
責
任
者
研

修
会
議
﹂︑
引
越
講
習
に
お
い
て
資

料
と
し
て
使
用
す
る
と
と
も
に
︑

希
望
の
あ
っ
た
協
会
に
対
し
て
配
布

す
る
た
め
︑
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
新
た

に
作
成
し
た
︒

・ 

２
０
１
９
年
度
引
越
講
習
で
使
用
す

る
た
め
︑
約
款
の
改
正
に
対
応
し

た
引
越
講
習
用
テ
キ
ス
ト
を
新
た

に
作
成
し
た
︒

③ 

﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
等
に
よ
る
会
員

事
業
者
向
け
情
報
提
供
及
び
各
種

広
報
媒
体
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
対
策

の
推
進

・ 

労
働
力
確
保
及
び
業
界
イ
メ
ー
ジ

向
上
の
た
め
の
全
国
共
通
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
素
材
と
し
て
︑
15
秒
バ
ー
ジ
ョ

ン
お
よ
び
30
秒
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
そ
れ

ぞ
れ
１
本
制
作
し
︑
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
配
布
し
た
ほ
か
︑

渋
谷
駅
前
お
よ
び
新
宿
駅
前
の
大

型
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
を
活
用
し
︑
15

秒
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
Ｃ
Ｍ
を
放
映
し
た
︒

・ 

高
校
新
卒
者
等
を
中
心
と
し
た
若

年
労
働
力
確
保
の
た
め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
制
作
し
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
配
布
し
た
︒

・ ﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
70
年
史
﹂

を
作
成
し
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
を
は
じ
め
︑
関
係
行
政
機
関

等
に
配
布
し
た
︒

・ 

機
関
紙
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
を
年

23
回（
１
回
５
万
５
千
部
）発
行
し
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
傘
下
会

員
事
業
者
︑
関
係
行
政
機
関
及
び

研
究
機
関
等
へ
配
布
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
取
り
巻
く
動
向
や
全

ト
協
の
事
業
活
動
︑
会
員
事
業
者

の
事
業
経
営
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
た
︒

・ ﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
に
お
い
て
︑
読

者
の
関
心
が
高
い
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
お
け
る
特
色
あ
る

取
り
組
み
事
例
を
積
極
的
に
取
り

上
げ
︑
特
集
記
事
と
し
て
38
者
分

掲
載
し
︑
内
容
の
充
実
強
化
を
図

っ
た
︒﹁
交
通
事
故
防
止
！！
わ
が
社

の
取
り
組
み
﹂
を
４
者
︑﹁
健
康
職

場
づ
く
り
事
業
者
訪
問
﹂を
５
者
︑

﹁
中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る
事

業
承
継
﹂
を
４
者
︑﹁
女
性
の
輝
く

現
場
か
ら　

ト
ラ
ガ
ー
ル
の
お
仕

事
︒﹂
を
５
者
な
ど
の
ほ
か
︑
新
企

画
と
し
て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の﹃
働
き
方
改
革
﹄実
現
に
向
け
て
﹂

を
４
者
分
掲
載
し
た
︒

・ 

平
成
30
年
11
月
に
実
施
し
た
﹁
広

報
と
ら
っ
く
﹂
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
︑閲
読
率
は
93
・
８
％
︑

精
読
率
は
61
・
２
％
で
あ
り
︑
昨

年
度
に
引
き
続
き
読
者
か
ら
高
い

支
持
が
得
ら
れ
た
︒
ま
た
︑﹁
他
社

の
取
り
組
み
事
例
が
参
考
に
な
る
﹂

や
﹁
社
内
で
活
用
し
︑
役
立
っ
て
い

る
﹂な
ど
の
意
見
が
多
数
見
ら
れ
た
︒

・ 

10
月
９
日
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に
実

施
す
る
広
報
活
動
で
使
用
す
る
た

め
の
全
国
統
一
ポ
ス
タ
ー
を
２
種
類

制
作
し
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
配
布
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
全
ト
協
は
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
実
施
す
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
日
﹂
関
連
事
業
に
つ
い
て
︑
実
施

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し

た
︒

・ 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列
全
国
33
局
ネ

ッ
ト
で
放
送
し
て
い
る
﹁
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会presents

ド
ラ
イ
バ

ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
﹂
に
お
い
て
︑

通
常
放
送
の
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
・
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の

特
別
番
組
を
21
回
放
送
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
全
ト
協
の
60
秒
Ｃ
Ｍ
枠
の

う
ち
20
秒
を
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
Ｃ
Ｍ
枠
と
し
て
提
供
す
る

企
画
を
実
施
し
︑
11
県
の
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
活
用
し
た
︒

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
業
界
内
外
に
向

け
た
情
報
発
信
の
基
盤
的
役
割
を

担
う
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
︑

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
︑
年
間
を
通
じ
て
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
を
行
っ
た
︒

・ 

業
界
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
︑﹁
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
広
報
室
﹂

Facebook

ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
提

供
や
︑﹁
第
50
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
﹂

の
ラ
イ
ブ
中
継
等
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
た
︒

④ 

全
ト
協
及
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
情
報
共
有
化
対
策
の
推
進
及

び
連
携
体
制
の
整
備

・ 

全
ト
協
と
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
情
報
を
共
有
化
で
き
る
よ
う
︑

そ
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
︒

・ 

会
員
事
業
者
の
助
成
金
の
活
用
状

況
︑
Ｇ
マ
ー
ク
の
取
得
状
況
な
ど

様
々
な
情
報
に
つ
い
て
︑
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
事
業
所
番
号
）
を
活
用
し

た
検
索
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
︒

⑤ 

全
ト
協
・
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
会
員
及
び
役
職
員
等
に
対
す
る

研
修
の
充
実
及
び
能
力
の
開
発

・ 

新
規
に
採
用
さ
れ
た
全
ト
協
・
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
若
手
職

員
等
に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
基
本
的
な
知
識
の
習
得
や

現
場
研
修
を
通
じ
て
職
員
と
し
て

必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

研
修
を
実
施
し
た
︒
ま
た
︑
能
力

の
向
上
を
図
る
た
め
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
制
度
に
関
わ
る
検
討
を
行
っ
た
︒

⑥ 

海
外
関
係
団
体
・
関
係
機
関
と
の

交
流
の
促
進

・ 

中
国
お
よ
び
韓
国
の
行
政
組
織
及

び
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
関
係
者
と
の
交

流
を
図
っ
た
︒
平
成
30
年
６
月
12

日
に
中
国
交
通
運
輸
部
︑
９
月
13

日
に
韓
国
慶
南
発
展
研
究
院
︑
11

月
28
日
に
韓
国
交
通
安
全
公
団
︑

平
成
31
年
２
月
26
日
に
中
国
瀋
陽

市
于
洪
区
か
ら
視
察
団
を
受
け
入

れ
︑
日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

現
状
と
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
し
︑

意
見
交
換
を
行
っ
た
︒︒

⑦ 
庶
務
関
係
事
項

・ 

表
彰
・
顕
彰
等
に
つ
い
て
は
︑
①

優
秀
運
転
者
等
の
表
彰
︑
②
正
し

い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
に
よ

る
表
彰
︑
③
業
界
の
永
年
勤
続
功

労
者
に
対
す
る
感
謝
・
表
彰
︑
④

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
優
れ
た
業

績
に
対
す
る
鈴
木
賞
を
実
施
し
た
︒

・ 

会
議
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
は
①
通

常
総
会
（
６
月
28
日
）︑
②
事
業
者

大
会
（
10
月
10
日
）
③
理
事
会
（
６

月
７
・
28
日
︑
７
月
12
日
︑
12
月

６
日
︑
３
月
７
日
の
５
回
）︑
④
常

任
理
事
会
（
７
月
12
日
）︑
⑤
正
副

会
長
会
議
（
６
月
７
・
28
日
︑
７

月
12
日
︑10
月
10
日
︑11
月
13
日
︑

12
月
６
日
︑
１
月
17
日
︑
３
月
７

日
）︑⑥
各
委
員
会
・
部
会（
随
時
）

を
開
催
し
た
︒
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ら
実
際
に
引
退
す
る
ま
で
の

期
間
別
に
︑
意
識
的
な
後
継

者
教
育
実
施
の
有
無
を
示
し

て
い
る
︒

　

後
継
者
決
定
後
︑
引
き
継

ぐ
ま
で
の
期
間
が
長
い
ほ
ど
︑

る
満
足
度
は
高
い
︒

　

さ
ら
に
︑
最
も
有
効
だ
っ

た
と
し
た
後
継
者
教
育
別

に
︑
現
在
の
後
継
者
の
働
き

ぶ
り
に
対
す
る
満
足
度
を
み

た
も
の
が
図
５
で
あ
る
︒

　
﹁
社
外
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
参

加
さ
せ
た
﹂
や
﹁
取
引
先
に

ま
た
︑
経
営
者
の
引
退
決
断

か
ら
引
き
継
ぐ
ま
で
の
期
間

が
長
い
ほ
ど
︑
意
識
的
な
後

継
者
教
育
の
実
施
割
合
が
高

い
傾
向
が
あ
る
︒

　

後
継
者
教
育
に
十
分
な
時

顔
つ
な
ぎ
を
行
っ
た
﹂
な
ど

の
比
較
的
短
期
間
で
実
施
可

能
な
も
の
に
比
べ
︑﹁
自
社
事

業
に
関
わ
る
勉
強
を
行
う
学

校
に
通
わ
せ
た
﹂
や
﹁
同
業

他
社
で
勤
務
を
経
験
さ
せ

た
﹂
な
ど
の
長
い
時
間
を
要

す
る
と
考
え
ら
れ
る
教
育
を

間
を
か
け
る
に
は
︑
経
営
者

と
し
て
の
引
退
や
後
継
者
の

決
定
に
関
し
て
︑
よ
り
早
期

に
決
断
を
行
う
こ
と
が
大
切

だ
と
い
え
よ
う
︒

実
施
し
た
場
合
の
方
が
︑
現

在
の
後
継
者
の
働
き
ぶ
り
に

対
し
﹁
満
足
﹂
と
感
じ
た
割

合
が
高
い
︒

　

効
果
的
な
後
継
者
教
育
に

は
︑
時
間
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
え
よ
う
︒

　

こ
こ
で
は
︑
み
ず
ほ
情
報

総
研
㈱
が
平
成
30
年
12
月

に
︑
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
経
営
者
を
引
退
し
た

５
万
人
を
対
象
と
し
た
︑
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
﹁
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
の
次
世
代

へ
の
承
継
及
び
経
営
者
の
引

退
に
関
す
る
調
査
﹂
を
用
い

て
︑
後
継
者
教
育
の
実
情
を

紹
介
し
て
い
く
︒

　

ま
ず
︑
事
業
承
継
し
た
経

営
者
が
後
継
者
を
決
定
す
る

上
で
重
視
し
た
資
質
・
能
力

に
つ
い
て
み
た
も
の
が
︑
図
１

で
あ
る
︒

　

重
視
し
た
資
質
・
能
力
と

し
て
は
︑﹁
自
社
の
事
業
に

関
す
る
専
門
知
識
﹂
や
﹁
自

社
の
事
業
に
関
す
る
実
務
経

験
﹂
と
回
答
す
る
割
合
が
高

く
︑
自
社
の
事
業
へ
の
理
解

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
︒
た
だ
し
︑
最
も
重
視

さ
れ
て
い
る
資
質
・
能
力
は
︑

﹁
経
営
に
対
す
る
意
欲
・
覚

悟
﹂
と
い
う
心
構
え
の
部
分

で
あ
る
こ
と
が
み
て
取
れ
る
︒

　

図
２
は
︑
実
施
し
た
後
継

者
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
み

た
も
の
で
あ
る
︒﹁
自
社
事
業

の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

社
内
で
教
育
を
行
っ
た
﹂︑

﹁
取
引
先
に
顔
つ
な
ぎ
を
行

っ
た
﹂︑﹁
経
営
に
つ
い
て
社

内
で
教
育
を
行
っ
た
﹂な
ど
︑

事
業
に
直
接
関
わ
る
内
容
の

も
の
が
︑
実
施
割
合
が
高
か

っ
た
︒

　

最
も
有
効
だ
っ
た
後
継
者

教
育
の
内
容
に
つ
い
て
も
︑

﹁
社
内
教
育
﹂︑﹁
取
引
先
へ

の
顔
つ
な
ぎ
﹂
な
ど
の
回
答

が
多
か
っ
た
︒

　

図
６
で
は
︑
後
継
者
決
定

か
ら
実
際
に
引
き
継
ぐ
ま
で

の
期
間
別
に
︑
意
識
的
な
後

継
者
教
育
実
施
の
有
無
を
示

し
て
い
る
︒ま
た
︑図
７
で
は
︑

経
営
者
引
退
を
決
断
し
て
か

　

図
４
は
︑
意
識
的
な
後
継

者
教
育
の
有
無
別
に
︑
現
在

の
後
継
者
の
働
き
ぶ
り
に
対

す
る
満
足
度
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
︒

　

意
識
的
な
後
継
者
教
育
を

行
っ
た
者
の
方
が
︑
現
在
の

後
継
者
の
働
き
ぶ
り
に
対
す

　

図
３
は
︑
最
も
有
効
だ
っ
た
後
継
者

教
育
の
内
容
に
つ
い
て
︑
事
業
承
継
の

形
態
別
に
示
し
て
い
る
︒

　

親
族
内
承
継
で
は
︑
他
の
形
態
と
比

べ
て
︑﹁
同
業
他
社
で
勤
務
を
経
験
さ
せ

た
﹂
こ
と
が
︑
最
も
有
効
だ
っ
た
と
し

た
も
の
が
多
い
︒
長
期
的
視
点
に
立
ち
︑

親
族
の
後
継
者
に
同
業
他
社
で
経
験
を

積
ん
で
も
ら
い
︑
そ
れ
を
自
社
に
還
元

す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
し
た
経
営
者
が

多
い
と
推
察
さ
れ
る
︒

　

役
員
・
従
業
員
承
継
で
は
︑﹁
経
営

に
つ
い
て
社
内
で
教
育
を
行
っ
た
﹂
こ
と

が
最
も
有
効
だ
と
す
る
割
合
が
高
か
っ

た
︒役
員
・
従
業
員
に
引
き
継
ぐ
場
合
︑

経
営
に
関
す
る
教
育
は
︑
社
内
で
経
営

者
か
ら
後
継
者
に
直
接
行
う
こ
と
が
有

効
だ
と
考
え
る
経
営
者
が
多
い
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
︒

　

社
外
へ
の
承
継
で
は
︑﹁
自
社
事
業
の

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
社
内
で
教
育

を
行
っ
た
﹂︑﹁
取
引
先
に
顔
つ
な
ぎ
を

行
っ
た
﹂
こ
と
を
最
も
有
効
だ
っ
た
後

継
者
教
育
と
し
た
割
合
が
高
か
っ
た
︒

社
外
の
人
材
に
対
し
て
は
︑
直
接
自
社

事
業
に
関
わ
る
内
容
の
教
育
が
効
果
的

だ
っ
た
と
考
え
る
経
営
者
が
多
い
︒

図 5

図 1

図 3

図 2

図 4

図 6

図 7

　

現
在
︑
我
が
国
で
は
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
︑
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
︒
そ
う
し
た
状
況
下
で
︑
我
が
国

経
済
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
︑
企
業
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
︑
未

来
に
残
す
べ
き
価
値
を
見
極
め
︑
事
業
や
経
営
資
源
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

　

事
業
や
経
営
資
源
を
円
滑
に
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
︑
事
前

か
ら
着
実
に
事
業
承
継
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
︒
そ
こ

で
︑
こ
こ
で
は
よ
り
効
果
的
な
事
業
承
継
と
す
る
た
め
の
﹁
後
継
者
教
育
﹂

の
あ
り
方
に
つ
い
て
︑
中
小
企
業
庁
が
こ
の
ほ
ど
取
り
ま
と
め
た
２
０
１
９
年

版
﹁
中
小
企
業
白
書
﹂
よ
り
紹
介
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
同
白
書
は
︑
中
企
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

3
事
業
承
継
期
間
別
「
意
識
的
な
後
継
者
教
育
実
施
の
有
無
」

「
承
継
へ
の
早
め
の
決
断
」
が
次
世
代
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る

2
現
在
の
後
継
者
の
働
き
ぶ
り
に
対
す
る
満
足
度

「
時
間
を
か
け
た
教
育
」
で
高
ま
る
後
継
者
へ
の
満
足
度

1
後
継
者
教
育
の
取
り
組
み

「
社
内
教
育
」「
取
引
先
へ
の
顔
つ
な
ぎ
」
の
割
合
が
高
い

事
業
承
継
形
態
別
「
最
も
有
効
だ
っ
た
後
継
者
教
育
」

親
族
内
承
継
で
は
「
同
業
他
社
で
の
勤
務
」
が
有
効

効果的な後継者教育で
自社の将来を守り抜く

円
滑
な
事
業
承
継
実
現
の
た
め
に

早
期
・
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う

中
企
庁  

２
０
１
９
年
版「
中
小
企
業
白
書
」
よ
り
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「大雨が増えたワケ」

食
　
文
　
化

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
過
疎
化
が
進
む
地
方
で
は
︑

﹃
館
内
物
流
﹄
の
仕
組
み
を
横
に

す
る
発
想
が
︑
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
﹂

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
︒
多
数
の

会
社
が
入
る
高
層
ビ
ル
で
は
︑
事

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
集
荷
や
配
送

を
し
て
い
て
は
効
率
が
悪
い
︒
そ

こ
で
︑
ビ
ル
内
の
集
配
を
専
門
に

担
当
す
る
１
社
に
業
務
を
委
託
し

て
︑
効
率
化
を
図
る
の
が
館
内
物

流
で
あ
る
︒

　

そ
れ
に
対
し
︑
人
口
減
少
が
進

む
地
方
で
は
集
荷
や
配
送
の
密
度

が
薄
く
な
る
︒
そ
こ
で
地
域
に
よ

っ
て
は
︑
１
事
業
者
に
集
配
業
務

を
委
託
し
た
方
が
効
率
的
だ
︒
こ

の
よ
う
な
エ
リ
ア
内
共
同
物
流
の

仕
組
み
を
構
築
す
れ
ば
︑
新
ビ
ジ

ネ
ス
に
な
る
︒
館
内
物
流
が
縦
方

向
な
ら
︑
エ
リ
ア
共
同
物
流
は
そ

れ
を
横
に
し
た
形
と
い
え
る
︒

　

あ
る
地
方
で
︑
複
数

荷
主
の
商
品
を
積
み
合

わ
せ
て
︑
小
売
店
に
共

同
配
送
し
て
い
る
中
小

事
業
者
が
い
る
︒
だ
が

同
じ
県
内
で
も
︑
人
口

減
少
が
著
し
い
地
域
で

は
︑
小
売
店
が
廃
業
し

た
り
︑
営
業
を
続
け
て

い
る
小
売
店
で
も
︑
１

度
に
仕
入
れ
る
商
品
の
数
量
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で

同
社
で
は
︑
地
域
に
よ
っ
て
は

配
送
頻
度
を
減
ら
し
た
り
︑
共

同
配
送
す
る
荷
主
を
増
や
し
た

り
し
て
︑
生
産
性
の
向
上
に
努

め
て
い
る
︒

　

ま
た
同
社
で

は
︑﹁
こ
の
ま

ま
の
傾
向
が
続

け
ば
︑
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
︑

い
ず
れ
は
大
手

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
３
社

が
共
同
配
送
に

踏
み
切
る
と
い

っ
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な

い
﹂
と
考
え
て

い
る
︒
過
疎
化

が
進
む
地
方
で

は
︑
大
手
コ
ン

ビ
ニ
と
い
え
ど

も
店
舗
間
の
間

隔
が
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
そ
う
し

た
地
域
で
は
採
算
の
取
れ
な
い

時
間
帯
が
長
く
︑
24
時
間
営
業

の
見
直
し
の
対
象
に
な
る
は
ず

だ
︒
す
る
と
各
コ
ン
ビ
ニ
と
も

﹁
物
流
の
効
率
化
﹂が
共
通
の
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
︒
同

社
で
は
︑
そ
の
よ
う
な
予
測
に
基

づ
い
て
共
同
配
送
業
務
を
受
託
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
︒

　

一
方
︑
１
年
ほ
ど
前
か
ら
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
を

開
始
し
た
中
小
事
業
者
も
い
る
︒

同
社
で
は
︑
若
い
女
性
が
深
夜
で

も
安
心
し
て
自
由
に
使
え
る
ユ
ニ

ー
ク
な
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
を
︑
数

年
前
に
独
自
に
開
発
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
︒
今
度
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

な
ど
を
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
︑
高
齢
者
と
相
続
者
な
ど
を
対

象
に
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た

の
で
あ
る
︒
預
か
る
の
は
︑
例
え

ば
不
動
産
の
権
利
書
な
ど
の
類
で

あ
る
︒
１
人
住
ま
い
の
高
齢
者
が

施
設
に
入
る
こ
と
に
な
り
︑当
面
︑

家
に
は
誰
も
住
ま
な
い
︑
あ
る
い

は
︑
ど
こ
に
何
を
置
い
た
か
記
憶

が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
︒
こ

の
よ
う
な
事
態
に
な
る
前
に
︑
高

齢
者
が
元
気
な
う
ち
に
息
子
や
娘

と
一
緒
に
︑
相
続
に
か
か
わ
る
よ

う
な
重
要
な
書
類
な
ど
を
預
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
︒﹁
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
な
ど
で
初
期
投
資
は
大
き
い
が
︑

ス
ペ
ー
ス
当
た
り
の
収
益
性
は
非

常
に
高
い
﹂
と
い
う
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
過
疎
化
や
高
齢

化
の
進
行
は
新
た
な
物
流
ビ
ジ
ネ

ス
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
︒

第
235
回

過疎化や高齢化はビジネスチャンス

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜高速自動車国道等の走行編〜
 【解 答】３面に問題
❶ ×（施行令第27条第1項第2号）高速自
動車国道における大型貨物自動車の法定
最高速度は、時速80キロである。
❷ ○（施行令第27条）一般道路と異なる
時速100キロや時速80キロの最高速度が
適用されるのは高速自動車国道であり、自
動車専用道路については標識等で速度が
指定されていない場合は、一般道路と同じ
時速60キロである。
❸ ○（法第75条の10）高速自動車国道
等において自動車を運転しようとするとき
は、あらかじめ、燃料、冷却水若しくは
原動機のオイルの量又は貨物の積載の状
態を点検し、必要がある場合においては、
高速自動車国道等において燃料、冷却水

若しくは原動機のオイルの量の不足のた
め当該自動車を運転することができなくな
ること又は積載している物を転落させ、若
しくは飛散させることを防止するための措
置を講じなければならない。
❹ ×（法第75条の5）自動車は、本線車
道においては、横断し、転回し、又は後退
してはならない。
❺ ×（法第52条第1項 施行令第19条）視
界が高速自動車国道及び自動車専用道路
においては200メートル、その他の道路に
おいては50メートル以下であるような暗
い場所を通行する場合は、昼間でも灯火
をつけなければならない。

156「
郷
土
の
味
①
」 

長
野
の「
お
や
き
」は
進
化
中

　

日
本
は
﹁
お
米
の
国
﹂
と

い
わ
れ
る
が
︑
車
の
窓
か
ら

見
て
わ
か
る
と
お
り
︑
米
づ

く
り
に
不
適
な
地
域
も
あ

る
︒
そ
の
一
つ
長
野
県
の
山

間
部
も
立
地
に
恵
ま
れ
な
く

て
苦
労
し
て
い
る
︒

　
﹁
山
襞ひ

だ

が
細
か
い
の
で
米
に

は
向
か
な
い
ん
で
す
︒
そ
れ

で
小
麦
や
そ
ば
を
植
え
︑
そ

の
実
を
粉
に
挽ひ

い
て
︑
お
や

き
に
し
た
ん
で
す
︒
皮
に
野

菜
を
包
ん
だ
ま
ん
じ
ゅ
う
の

一
種
で
す
﹂
と
︑
明
快
に
話

し
て
く
れ
た
の
は
小
出
陽
子

さ
ん
︒
長
野
市
南
郊
・
青
木

島
の
﹁
ふ
き
っ
子
お
や
き
﹂

の
店
主
で
あ
り
︑
信
州
お
や

き
協
議
会
会
長
だ
︒

　

お
や
き
は
伝
統
料
理
と
は

い
う
も
の
の
幅
が
広
く
︑
焼

い
た
り
︑
蒸
し
た
り
す
る
ほ

の
お
や
き
は
ひ
と
き
わ
ユ
ニ

ー
ク
︒
焼
き
と
蒸
し
を
合
体

さ
せ
た
﹁
焼
き
蒸ふ

か
し
﹂
と

い
う
手
法
で
︑
水
分
の
多
い

と
ろ
と
ろ
の
皮
で
野
菜
を
包

ん
で
︑
鉄
板
で
表
皮
を
軽
く

焼
き
固
め
て
か
ら
蒸
し
上
げ

る
︒
お
か
げ
で
︑
も
ち
も
ち

な
の
に
︑
つ
る
り
と
喉
を
く

す
ぐ
る
新
し
い
食
感
に
仕
上

が
る
︒

こ
︑
な
す
な
ど
の
季
節
品
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
あ
る
︒
夏
の

お
す
す
め
の﹁
和
の
ト
マ
ト
﹂

は
︑
オ
リ
ー
ブ
油
を
効
か
せ

た
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
を
ト
マ
ト

色
の
皮
で
包
ん
だ
パ
ス
タ
感

覚
の
お
や
き
︒
日
々
進
化
中

の
信
州
お
や
き
の﹃
新
人
賞
﹄

ま
ち
が
い
な
し
│
│
和
魂
洋

菜
の
郷
土
食
で
あ
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

か
︑
近
年
は
揚
げ
た
も
の
ま

で
登
場
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

皮
に
そ
ば
粉
を
用
い
た
り
︑

膨
張
剤
を
入
れ
る
こ
と
も
多

い
︒
か
つ
て
は
囲い

ろ

り

炉
裏
の
灰

に
埋
め
て
焼
い
て
い
た
が
︑

囲
炉
裏
が
竈か

ま
ど

に
な
り
︑ガ
ス
︑

電
気
と
熱
源
が
変
化
す
る
に

つ
れ
︑
調
理
法
も
味
付
け
も

多
様
化
し
て
き
た
の
だ
︒

　

そ
ん
な
な
か
︑
陽
子
さ
ん

　

具
は
地
元
野
菜
中
心
で
︑

膨
張
剤
も
化
学
調
味
料
も
使

わ
な
い
︒
味
付
け
に
は
伝
統

味
の
本
物
調
味
料
だ
け
を
吟

味
し
て
い
る
か
ら
︑
食
べ
た

後
口
は
爽
や
か
そ
の
も
の
︒

　

定
番
の
具
は
︑
野
沢
菜
︑

切
り
干
し
大
根
︑
野
菜
ミ
ッ

ク
ス
︑
粒
あ
ん
︑
そ
ら
豆
︒

さ
ら
に
地
元
産
納
豆
︑
シ
ナ

モ
ン
風
味
の
お
さ
つ
︑
き
の

　
﹁
２
０
２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
は
︑
大
会

本
番
並
み
の
目
標
（
図
１
）

を
掲
げ
︑
都
内
の
交
通
混
雑

移
動
に
よ
る
交
通
量
の
増
加

等
へ
の
対
応
と
し
て
実
施
さ

れ
る
﹁
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）﹂
で
は
︑

来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
に
相

当
す
る
期
間
を
﹁
集
中
取
組

期
間
﹂（
①
＝
７
月
22
日
㈪

～
８
月
２
日
㈮
︑
②
＝
８
月

19
日
㈪
～
８
月
30
日
㈮
︑
図

２
参
照
）
と
位
置
づ
け
︑
企

業
等
に
対
し
て
重
点
的
な
取

り
組
み
を
依
頼
す
る
︒
特
に
︑

７
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮
を

﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
﹂︑

24
日
㈬
を
﹁
コ
ア
日
﹂
と
し

て
︑
企
業
等
に
対
し
て
よ
り

強
力
な
取
り
組
み
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
︑
同
期
間
内

に
は
交
通
量
の
減
少
程
度
に

つ
い
て
効
果
測
定
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
道
路
に
流
入
す
る

交
通
量
を
調
整
す
る
﹁
交
通

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｔ

Ｓ
Ｍ
）﹂
に
つ
い
て
は
︑
大
会

時
と
同
等
規
模
で
試
行
す

る
︒
試
行
日
は
︑
Ｔ
Ｄ
Ｍ
取

り
組
み
の
コ
ア
日
で
あ
り
︑

ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式

の
１
年
前
と
な
る
﹁
７
月
24

日
㈬
﹂
と
︑
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ

ィ
ー
ク
期
間
中
に
交
通
量
が

多
い
と
予
想
さ
れ
る
﹁
７
月

26
日
㈮
﹂︒
当
日
は
︑
大
規

模
な
流
入
規
制
等
が
予
定
さ

れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
２
日
に

わ
た
る
試
行
に
お
い
て
︑
課

題
や
確
認
事
項
が
あ
っ
た
場

合
に
は
︑
８
月
23
日
㈮
に
再

度
流
入
規
制
等
が
実
施
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
︒

を
設
定
す
る
︒

　

大
会
関
係
者
や
観
客
等
の

緩
和
に
向
け
た
取
り
組
み
を

総
合
的
に
テ
ス
ト
す
る
期
間

　

７
月
24
日
・
26
日
に
は
︑

図
３
の
よ
う
な
規
制
が
︑
高

速
道
路
・
一
般
道
で
試
行
さ

れ
る
︒

　

な
お
︑
具
体
的
な
試
行
箇

所
に
つ
い
て
は
︑
次
号（
７
月

15
日
号
）の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
て
紹
介
す
る
︒

　

来
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
﹁
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
﹂
の
円
滑
な
運
営

を
期
す
る
観
点
か
ら
︑
東
京
都
︑
国
お
よ
び
同
大
会

組
織
委
員
会
が
推
進
す
る
﹁
２
０
２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
は
今
夏
︑﹁
東
京
圏
の
広
域
に
お
け

る
一
般
交
通
に
つ
い
て
︑
大
会
前
の
交
通
量
の
一
律
10

％
減
を
目
指
す
﹂
大
会
本
番
並
み
の
目
標
を
掲
げ
︑

首
都
高
速
道
路
お
よ
び
一
般
道
（
環
状
七
号
線
内
側
）

に
お
け
る
流
入
規
制
等
を
試
行
す
る
予
定
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
同
大
会
の
円
滑
な
運
営
に
寄

与
す
る
た
め
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
荷
主
と

情
報
を
共
有
し
︑﹁
納
品
時
期
の
変
更
﹂﹁
混
雑
時
間

・
地
域
の
回
避
・
迂
回
﹂
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
荷

主
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
同
流
入
規
制
等
の
情
報

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
皆

様
に
は
︑
同
情
報
を
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
︑
期

間
内
に
お
け
る
交
通
量
減
少
の
実
現
に
向
け
て
早
め

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
︒

1
流
入
規
制
等
の
試
行
日

７
月
24
日
㈬
と
26
日
㈮
他
を
予
定

大
会
本
番
並
み
に
総
合
的
に
テ
ス
ト

2
流
入
規
制
等
の
試
行
内
容

圏
央
道
内
側
の
高
速
道
路
・
一
般
道
で

首
都
高
・
４
料
金
所
閉
鎖
や
環
七
内
側
流
入
抑
制
等

図１　道路交通における大会期間内の交通量減少目標
［一般交通］

東京圏の広域における一般交通について、大会前の交通量の一律10%減を目指す。特に重点取組
地区については、出入りする交通量の30%減を目指す。

［首都高速道路における交通量のさらなる減］
首都高速道路については、交通量を最大30％減とすることで、休日並みの良好な交通環境を目指す。

図３　流入規制等の試行内容（7月24日㈬、26日㈮等）
①高速道路において終日実施する対策

・�都心部への交通量抑制のため、圏央道内側にある、都心方向への高
速道路における本線料金所32か所のうち11か所で、開放レーン数を
終日制限。

・�選手村周辺等の４つの入口については、大会期間中、交通規制の形
態等から大会関係車両専用となるため、終日閉鎖。

②一般道において実施する対策
・�都心部への流入交通量を減少させるため、環状七号線上の信号機に

ついて、午前５時から正午にかけて、都心方向への青時間の短縮等
を実施。

③�高速道路において交通状況に応じて段階的に実施する対策
・�交通混雑が発生しやすい箇所において交通状況をモニタリングし、一

定の交通量を超えた時点で、渋滞を未然に防ぐために効果的な入口
を閉鎖する（対象となる入口は、圏央道内側にある302か所のうち50
か所）。交通量が増加し続ける場合は、入口閉鎖の箇所を追加してい
く。なお、入口閉鎖を実施する箇所・時間については、各日の交通
状況によって異なる。

・�閉鎖の解除については、交通状況に鑑み、渋滞等が発生する恐れが
なくなった際に実施。

図２

首都高・一般道（環七内側）で大規模流入規制等を試行
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会まで1年
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▼
地
方
都
市

に
出
張
し
て

会
議
が
終
わ

り
︑
ホ
テ
ル

前
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
拾
い
最
寄
り
の
新

幹
線
発
着
駅
に
向
か
い
ま
し
た
︒
行
き
と

は
違
い
︑
会
議
が
終
了
し
た
安
堵
感
か

ら
か
︑
高
齢
の
運
転
者
さ
ん
と
会
話
に

興
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
▼
聞
け
ば
御
歳

70
歳
︑運
転
者
歴
20
年
︑﹁
お
節
介
焼
き
﹂

を
自
負
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
︒
50

歳
ま
で
大
阪
で
働
き
︑
身
体
を
酷
使
し

て
体
調
を
崩
し
た
関
係
か
ら
︑
奥
様
の

生
家
が
あ
る
此
の
地
に
移
住
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
︒
前
職
と
は
全
く
違
う
職
業

に
就
き
最
初
は
戸
惑
っ
た
も
の
の
︑
毎
日

違
う
お
客
様
と
の
出
会
い
に
魅
せ
ら

れ
︑
今
で
は
﹁
天
職
﹂
だ
と
感
じ
て
い
る

と
︒
年
内
で
退
職
し
た
後
は
︑
出
会
っ
た

お
客
様
と
の
﹁
一
期
一
会
﹂
を
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
小
冊
子
に
纏
め
た
い
と

想
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
︒
▼
会
話
好
き

な
私
と
波
長
が
合
っ
た
の
か
︑
湧
き
出
る

泉
の
よ
う
に
会
話
は
途
切
れ
る
こ
と
な

く
続
き
ま
し
た
︒
磁
石
に
吸
い
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
人
と
人
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ

る
不
思
議
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒
▼
間
も
な

く
車
は
新
幹
線
発
着
駅
に
到
着
し
て
︑

２
人
の
会
話
は
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
︒

も
う
お
会
い
す
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
う
と
︑
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
︒
私
が
車
を
降
り
る
際
に
お
互
い
が

発
し
た
言
葉
は
︑
偶
然
に
も
異
口
同
音
に

﹁
ど
う
ぞ
︑
お
元
気
で
﹂
で
し
た
︒
新
幹

線
の
発
車
時
間
ま
で
10
分
余
あ
り
ま
し

た
が
︑
温
暖
で
魚
介
類
が
豊
富
な
土
地

柄
が
︑
あ
の
運
転
者
さ
ん
に
合
致
し
た
の

だ
ろ
う
と
ホ
ー
ム
か
ら
思
い
を
馳
せ
た
次

第
で
す
︒
▼
２
０
３
０
（
令
和
12
）
年
の

日
本
の
総
人
口
の
内
65
歳
以
上
が
占
め

る
割
合
は
︑
実
に
約
31
％
に
達
す
る
と
の

推
計
が
で
て
い
ま
す
︒
昔
と
違
っ
て
︑
年

齢
だ
け
で
は
そ
の
人
の
老
い
や
若
さ
を
判

断
で
き
ま
せ
ん
︒
皆
さ
ん
実
年
齢
よ
り
は

る
か
に
若
く
︑
気
力
も
体
力
も
あ
り
︑

本
当
に
凄
い
で
す
︒
▼
天
下
統
一
ま
で
あ

と
一
歩
と
迫
っ
た
織
田
信
長
の
夢
が
潰
え

た
﹁
本
能
寺
の
変
﹂
で
︑
自
ら
の
命
を
絶

つ
前
に
舞
っ
た
と
さ
れ
る
﹁
敦
盛
﹂︒
そ

の
歌
詞
の
中
︑﹁
人
間
五
十
年
下
天
の
内

を
く
ら
ぶ
れ
ば
夢
幻
の
如
く
な
り
﹂
に

登
場
す
る
﹁
下
天
﹂
は
︑仏
教
の
﹁
六
道
﹂

の
中
に
存
在
す
る
﹁
四
大
王
衆
天
﹂
を

指
す
と
い
い
ま
す
︒
そ
の
四
大
王
衆
天
の

１
日
は
何
と
人
間
の
50
年
に
相
当
す
る

と
の
こ
と
で
︑
驚
愕
の
世
界
で
す
︒
▼
江

戸
時
代
ま
で
の
平
均
寿
命
は
︑
小
児
の

生
存
率
の
低
さ
や
医
療
が
発
達
し
て
い

な
い
背
景
も
あ
り
40
代
半
ば
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
︒
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
50

歳
を
超
え
た
の
は
１
９
４
７
（
昭
和
22
）

年
以
降
の
こ
と
で
す
︒
世
界
に
冠
た
る
長

寿
国
の
日
本
で
す
が
︑
平
均
寿
命
ま
で

生
き
ら
れ
る
か
は
別
と
し
て
︑
身
体
の
ケ

ア
は
今
後
の
人
生
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
︒
定
期
的
な
検
査
︑
適
度
な
運
動
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
が
︑
か
く
い
う
私
も
あ
ま

り
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
現
役
時
代

は
仕
事
に
追
わ
れ
息
つ
く
暇
も
な
く
︑
10

年
後
︑
20
年
後
の
自
分
の
姿
を
想
像
す

る
の
は
難
し
い
作
業
で
す
︒
い
つ
か
職
を

離
れ
た
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
︑
今
か
ら

継
続
で
き
る
趣
味
︑
新
た
な
人
脈
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
必
須
だ
と
し
み
じ
み
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
！

 

（
山
崎
薫
）
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事業者大会スケジュール
11：00 ～ 13：00 受付 1 階国際会議場ロビー

11：00 〜 12：00 正副会長会議 2 階「201号室 A」

13：00 〜 13：20

◇全体会議
①開会
②全ト協会長あいさつ
③開催地ブロック協会長あいさつ
④分科会編成（２分科会）

2 階「コンベンションホール」

13：30 〜 14：50

▷第 1分科会
「健康管理の増進と

交通事故防止対策の推進について」
2 階「コンベンションホール」

▷第 2 分科会
「働き方改革の実現に向けた

取引環境の改善について」
2 階「国際会議室」

15：00 〜 16：00

▶記念講演会
「廃線の危機からの脱出

～いすみ鉄道の復活秘話～」
　講師：�いすみ鉄道㈱  前社長  鳥塚　亮氏

2 階「コンベンションホール」

16：10 〜 17：00

◇全体会議（再開）
①トラック輸送振興顕彰「鈴木賞」贈呈式
②大会決議
③来賓あいさつ
④祝電披露
⑤次回大会開催地ブロック協会長あいさつ
⑥ガンバローコール
⑦閉会

17：30 〜 19：30
懇親会
【アトラクション】
　チアダンス「柏ゴールデンホークス」ほか

東京ベイ幕張ホール 2 階
「幕張ホール」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
２
日
㈬
︑
千

葉
県
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
︑
東

京
ベ
イ
幕
張
ホ
ー
ル
で
﹁
第
24
回
全
国
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
全
国
か
ら
一
堂
に

会
し
︑
全
体
会
議
と
分
科
会
を
通
じ
て
熱
心
な

議
論
を
行
い
︑
大
会
決
議
を
採
択
す
る
︒
予
定

参
加
者
は
事
業
者
大
会
１
３
０
０
人
︑
懇
親
会

１
１
０
０
人
︒

　

分
科
会
の
テ
ー
マ
は
︑
第
１
分
科
会
が
﹁
健

康
管
理
の
増
進
と
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
﹂︑
第
２
分
科
会
が
﹁
働
き
方
改
革
の

実
現
に
向
け
た
取
引
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
﹂︒

記
念
講
演
会
で
は
︑
い
す
み
鉄
道
㈱
前
社
長
の

鳥
塚
亮
氏
が
﹁
廃
線
の
危
機
か
ら
の
脱
出
～
い

す
み
鉄
道
の
復
活
秘
話
～
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

す
る
︒

　

現
在
︑関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
浅
井
隆
会
長
）︑

千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
角
田
正
一
会
長
）
を

中
心
に
︑
大
会
開
催
に
向
け
て
準
備
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

会
場
と
な
る
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
と
東

京
ベ
イ
幕
張
ホ
ー
ル
は
隣
接
し
て
お
り
︑
Ｊ
Ｒ

京
葉
線
・
海
浜
幕
張
駅
か
ら
徒
歩
約
７
分
︒
参

加
費
は
一
人
に
つ
き
︑
大
会
の
み
＝
１
万
５
０
０

０
円
︑
大
会
・
懇
親
会
＝
３
万
円
︒

　

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
︑
所
属
す

る
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
で
︒

第
１
分
科
会
テ
ー
マ　
「
健
康
管
理
の
増
進
と
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」

第
２
分
科
会
テ
ー
マ　
「
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
取
引
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
」

東金東金

成田成田

幕張メッセ幕張メッセ 千葉東千葉東

宮野木宮野木
高谷高谷

木更津南木更津南

木更津木更津

川崎浮島川崎浮島

川崎川崎

東京東京

横浜横浜

千葉千葉

釜利谷釜利谷

京葉京葉

三郷三郷
大栄大栄

川口川口

鶴ヶ島鶴ヶ島

八王子八王子大月大月

御殿場御殿場
茅ヶ崎茅ヶ崎

伊勢原伊勢原 海老名海老名
海老名南海老名南

久喜白岡久喜白岡

岩舟岩舟
友部友部

茨城町茨城町

つくばつくば

高崎高崎

藤岡藤岡

栃木都賀栃木都賀

美女木美女木大泉大泉

国際港湾

トラックステーション

主な空港

主な高速道路

千葉県

東京都

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

山梨県

神奈川県

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
首
都
圏
物
流
Ｍ
Ａ
Ｐ

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

北関東自動車道

首都圏中央連絡自動車道

東関東自動車道

新東名高速道路

東名高速道路

中央自動車道

上信越自動車道

東神TS東神TS

大宮TS大宮TS

茨城TS茨城TS

矢板TS矢板TS

宇都宮宇都宮

前橋前橋

さいたまさいたま

新宿新宿

都県庁所在地

甲府甲府

横浜横浜

千葉千葉

水戸水戸

茨城空港茨城空港

成田空港成田空港

羽田空港羽田空港

ジャンクション（JCT）

千葉県千葉市・幕張メッセ国際会議場、東京ベイ幕張ホールで開催
全国トラック運送事業者大会第

24
回

（水）
2日

10月

イオン幕張店イオン幕張店幕張テクノガーデン幕張テクノガーデン

←東京←東京 蘇我→蘇我→

JR 京葉線JR京葉線
（イースト）（イースト）

ワールドビジネス
ガーデン

ワールドビジネス
ガーデン
（ウエスト）（ウエスト）

浜田川浜田川

幕張メッセ 国際展示場
1～8ホール
幕張メッセ 国際展示場
1～8ホール

幕張メッセ 
国際展示場 9～11ホール
幕張メッセ 
国際展示場 9～11ホール

幕張メッセ国際会議場幕張メッセ国際会議場

幕張海浜公園幕張海浜公園

見浜園見浜園

JR海浜幕張駅

プレナ幕張

ホテルニューオータニ幕張ホテルニューオータニ幕張

東京ベイ幕張ホール東京ベイ幕張ホール

ZOZOマリンスタジアムZOZOマリンスタジアム

QVCジャパンQVCジャパン

会
場
周
辺
Ｍ
Ａ
Ｐ

浜
田
川

浜
田
川

国
際
大
通
り

国
際
大
通
り

メッセ大通りメッセ大通りメッセ大通りメッセ大通り大会大会

懇親会懇親会

南口から
徒歩約 7分

会場となる幕張メッセ（写真大）、国際会議場（写真右上）


